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第２回定例会の予定 ６月

環境にやさしい植物油インキを使用しています。

Ishioka City Council News -No.99-

※デジタルブック配信は、発行日からおおむね
　１週間以内に行っています。

▲ ibaraki ebooks

　石岡市議会では「開かれた議会」を目指し、平成
28年度から「議会報告会」を開催しています。
　令和7年度は、令和8年2月3日に第10回となる
報告会を石岡第二高等学校で開催しました。
　将来の石岡市を担っていく若い世代と議員が直
接交流することで、石岡市の様々な課題について
活発な議論が交わされました。

議会報告会

議会報告会を
開催しました

議会報告会の様子

　石岡市議会では、議員の資質向上を図ることを目的
に、議員研修会を開催しています。
　令和8年2月10日、中央大学法学部教授の礒崎初仁
氏を講師にお招きし、『地方創生と議員の役割一「政
策に強い議会」をつくる』をテーマに、議員研修会を
開催しました。地方創生・政策提案といった議員力の
向上を認識するための、有意義な機会となりました。

議員研修会

議員研修会を
開催しました

議員研修会の様子

いしおか市議会だより、
デジタルブック配信中！

新たな石岡市議会議員
令和８年４月26日執行の石岡市議会議員一般選挙で選ばれた議員は以下のとおりです。

鈴木行雄

村上泰道

新田　茜

鈴木将史

髙野　要

山本　進

石橋保卓

髙栖　敬

岡野孝男

谷田川泰

飯村一夫

櫻井雅博

菱沼和幸

玉造由美

鈴木康仁

溝口尚也

池田正文

櫻井　茂

中根淳一

―

関口忠男

川井幸一

富田雅史

―

最新の情報につきましてはホームページ
にてご確認ください。
新たな正副議長、委員会構成などについて
は、次号に掲載します。
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令和８年度予算、
議会はどう見た？

予算特別委員会 [３月９日～３月12日]

主な事業内容と予算額
■産科医療施設開設支援基金 １億円

■地方就職学生支援 ３８６万５千円

■文京区スポーツ交流事業 １５９万３千円

■指定文化財等保存事業補助金 ４８６万１千円

■公共施設予約システムの拡充 ６７６万５千円

■プラスチックごみの再資源化事業 ７４２万３千円

■公営上水道基本料金の一部減免 ２億２，０１６万円

■防犯カメラ設置補助金 １００万円

■高齢者補聴器購入費補助金 ９０万円

■学校給食管理システムの導入 ９０５万３千円

■産業用地の確保と企業誘致の推進 ６，４０３万６千円

令和８年度一般会計予算

総額 ３５５億２,０００万円
（前年度比 ＋６億９,０００万円）

予算特別委員会

　新年度の当初予算案を詳しく審議するために、
全議員が委員となり設置されるのが「予算特別
委員会」です。
　１～３日目は、各常任委員会（総務企画・文教
厚生・産業建設）が所管する部分についてそれぞ
れ審査が行われ、最終日となる４日目には、政策
的判断を要する部分などを問う総括審査と採決
が行われます。委員会の審査結果は、定例会最
終日に本会議で報告された後、議会として「可決」
「否決」等の意思決定が行われます。
　各委員の質問の持ち時間は、各日１人当たり
30分。限られた時間の中で、疑問点を市執行部
にぶつけます。
　委員会で質問が多かった主な事業を、Ｑ＆Ａ形
式でまとめました。

これらの質問を踏まえた
審査結果は6ページ以降へ！ ▲すべての質問を網羅した、予算特別委員会の録画映像はこちら

総務企画 文教厚生 産業建設 総　括

財政 財政推計（試算）
健全財政維持に向けた事務
事業等見直しを

質問者数

6人

答 市税は103億3,150万9,000円で、対前年
度と比較すると2.4%の増となる。増額の
要因は、物価高騰、人件費上昇等の影響に
よる収入増を見込んだもの。

答 歳出において、人件費、扶助費、投資的経費、
普通建設事業が大きく伸び、全体として歳
入の伸びよりも大きくなり、基金残高のマ
イナスが大きくなったもの。

問 今後の市税の見込みは？

問 昨年度より基金残高のマイナスが大きく
なっている要因は？

寄附金
ふるさと応援
寄附経費
ふるさと納税に係る広告料
３３万円など

質問者数

3人

答 17サイトを運用している。ふるさとチョ
イスを利用した寄附額が多いので、ここに
一番広告を行い、寄附額の増額を目指して
いきたい。

答 寄附1件当たりの単価が今年度は若干高い
状況を見越し、昨年は1万8,000件の返礼
を想定したが、今年は1万4,000件と想定。

問 サイトの中で注目度をアップさせるため
の広告料だが、全てのサイトで取組をし
ていくのか、数を絞って取り組むのか？

問 郵便料が昨年より減額となっているが、
理由は？

産科
誘致

産科医療施設
開設支援基金
基金積立金１億円

質問者数

2人

答 誘致によって開設した産科医療施設では、
開設支援に４億４,０００万円、運営支援に
1億5,000万円の１０年間という成功した
支援事例があることを踏まえ、１億円の積
立てをお願いしている。

答 先進事例や、誘致で複数法人を当たったと
きの値頃感を踏まえた。法人からも、開設
支援３億円、運営支援１億円が10年間程
度あれば安定して運営ができ、開設後の定
着が図れる申出もあった。３億円を確保し
ておけば、単年度に過度な負担がかか
らず対応できると考えている。

問 令和８年度に１億円の積み増しをしなけ
ればならない根拠は？

問 最終的な目標として３億円の基金の積立
てとした根拠、理由は？

学校
公立学校情報
整備事業
通信環境改善委託料
283万9千円

答

質問者数

3人

答 ネットワークアセスメントの結果を踏ま
え、各種課題に対応するための経費。ネッ
トワーク設定の変更、回線の改修工事費等
となっている。ネットワーク設定変更、回
線工事は、全校実施する予定。ケーブル改
修等については柿岡小学校、スイッチング
ハブ改修は八郷中学校を対象として実施す
る予定。

問 通信環境改善委託料の内容は？また、全
ての小中学校を対象としている事業なの
か？

通信の安定性、パソコン機器の環境、パ
フォーマンス等の向上が期待できる。

問 改善後の効果はどのようなものなのか？

トン
ネル

上曽トンネル
維持管理経費
定期点検委託料
３,６２６万２千円

質問者数

2人

答 ジェットファン、照明、電気室そのものの
中の制御盤を点検する内容。こちらを年に
１回、毎年、定期的に点検をする。

答 朝日トンネルは、供用開始後５年の中で、
石岡市、土浦市から県に移管されたもの。
移管後は県が管理している。上曽トンネル
は、移管が決まっていないので、石岡市と
桜川市が共同で管理する形で進んで
いる。

問 定期点検と書いてあるが、１年過ぎた時
点で定期点検をするということか？

問 朝日トンネルは県が負担しているという
ことだが、朝日トンネルが県、上曽トン
ネルが市というのは、どの段階で決まり、
どういう違いがあるのか？

防犯
安全・安心まち
づくり推進事業
安心して暮らせる環境整備

質問者数

2人

答 防犯カメラの新設を２台、交換を４台予定
している。新設の２台は、府中中学校区、
八郷中学校区を予定している。

答 個人宅の防犯カメラ設置経費の機器購入、
取付けに要する経費などを補助対象経費と
し補助率は２分の１、上限２万円を補助す
るもの。

問 令和８年度に予定されている工事の内容
は？また、現時点でどのような場所に設
置を予定しているのか？

問 居宅等防犯カメラ補助金の補助内容は？



いしおか市議会だより　第99号
令和8年6月1日　発行

2いしおか市議会だより　第99号
令和8年6月1日　発行

3

特集特集

令和８年度予算、
議会はどう見た？

予算特別委員会 [３月９日～３月12日]

主な事業内容と予算額
■産科医療施設開設支援基金 １億円

■地方就職学生支援 ３８６万５千円

■文京区スポーツ交流事業 １５９万３千円

■指定文化財等保存事業補助金 ４８６万１千円

■公共施設予約システムの拡充 ６７６万５千円

■プラスチックごみの再資源化事業 ７４２万３千円

■公営上水道基本料金の一部減免 ２億２，０１６万円

■防犯カメラ設置補助金 １００万円

■高齢者補聴器購入費補助金 ９０万円

■学校給食管理システムの導入 ９０５万３千円

■産業用地の確保と企業誘致の推進 ６，４０３万６千円

令和８年度一般会計予算

総額 ３５５億２,０００万円
（前年度比 ＋６億９,０００万円）

予算特別委員会

　新年度の当初予算案を詳しく審議するために、
全議員が委員となり設置されるのが「予算特別
委員会」です。
　１～３日目は、各常任委員会（総務企画・文教
厚生・産業建設）が所管する部分についてそれぞ
れ審査が行われ、最終日となる４日目には、政策
的判断を要する部分などを問う総括審査と採決
が行われます。委員会の審査結果は、定例会最
終日に本会議で報告された後、議会として「可決」
「否決」等の意思決定が行われます。
　各委員の質問の持ち時間は、各日１人当たり
30分。限られた時間の中で、疑問点を市執行部
にぶつけます。
　委員会で質問が多かった主な事業を、Ｑ＆Ａ形
式でまとめました。

これらの質問を踏まえた
審査結果は6ページ以降へ！ ▲すべての質問を網羅した、予算特別委員会の録画映像はこちら

総務企画 文教厚生 産業建設 総　括

財政 財政推計（試算）
健全財政維持に向けた事務
事業等見直しを

質問者数

6人

答 市税は103億3,150万9,000円で、対前年
度と比較すると2.4%の増となる。増額の
要因は、物価高騰、人件費上昇等の影響に
よる収入増を見込んだもの。

答 歳出において、人件費、扶助費、投資的経費、
普通建設事業が大きく伸び、全体として歳
入の伸びよりも大きくなり、基金残高のマ
イナスが大きくなったもの。

問 今後の市税の見込みは？

問 昨年度より基金残高のマイナスが大きく
なっている要因は？

寄附金
ふるさと応援
寄附経費
ふるさと納税に係る広告料
３３万円など

質問者数

3人

答 17サイトを運用している。ふるさとチョ
イスを利用した寄附額が多いので、ここに
一番広告を行い、寄附額の増額を目指して
いきたい。

答 寄附1件当たりの単価が今年度は若干高い
状況を見越し、昨年は1万8,000件の返礼
を想定したが、今年は1万4,000件と想定。

問 サイトの中で注目度をアップさせるため
の広告料だが、全てのサイトで取組をし
ていくのか、数を絞って取り組むのか？

問 郵便料が昨年より減額となっているが、
理由は？

産科
誘致

産科医療施設
開設支援基金
基金積立金１億円

質問者数

2人

答 誘致によって開設した産科医療施設では、
開設支援に４億４,０００万円、運営支援に
1億5,000万円の１０年間という成功した
支援事例があることを踏まえ、１億円の積
立てをお願いしている。

答 先進事例や、誘致で複数法人を当たったと
きの値頃感を踏まえた。法人からも、開設
支援３億円、運営支援１億円が10年間程
度あれば安定して運営ができ、開設後の定
着が図れる申出もあった。３億円を確保し
ておけば、単年度に過度な負担がかか
らず対応できると考えている。

問 令和８年度に１億円の積み増しをしなけ
ればならない根拠は？

問 最終的な目標として３億円の基金の積立
てとした根拠、理由は？

学校
公立学校情報
整備事業
通信環境改善委託料
283万9千円

答

質問者数

3人

答 ネットワークアセスメントの結果を踏ま
え、各種課題に対応するための経費。ネッ
トワーク設定の変更、回線の改修工事費等
となっている。ネットワーク設定変更、回
線工事は、全校実施する予定。ケーブル改
修等については柿岡小学校、スイッチング
ハブ改修は八郷中学校を対象として実施す
る予定。

問 通信環境改善委託料の内容は？また、全
ての小中学校を対象としている事業なの
か？

通信の安定性、パソコン機器の環境、パ
フォーマンス等の向上が期待できる。

問 改善後の効果はどのようなものなのか？

トン
ネル

上曽トンネル
維持管理経費
定期点検委託料
３,６２６万２千円

質問者数

2人

答 ジェットファン、照明、電気室そのものの
中の制御盤を点検する内容。こちらを年に
１回、毎年、定期的に点検をする。

答 朝日トンネルは、供用開始後５年の中で、
石岡市、土浦市から県に移管されたもの。
移管後は県が管理している。上曽トンネル
は、移管が決まっていないので、石岡市と
桜川市が共同で管理する形で進んで
いる。

問 定期点検と書いてあるが、１年過ぎた時
点で定期点検をするということか？

問 朝日トンネルは県が負担しているという
ことだが、朝日トンネルが県、上曽トン
ネルが市というのは、どの段階で決まり、
どういう違いがあるのか？

防犯
安全・安心まち
づくり推進事業
安心して暮らせる環境整備

質問者数

2人

答 防犯カメラの新設を２台、交換を４台予定
している。新設の２台は、府中中学校区、
八郷中学校区を予定している。

答 個人宅の防犯カメラ設置経費の機器購入、
取付けに要する経費などを補助対象経費と
し補助率は２分の１、上限２万円を補助す
るもの。

問 令和８年度に予定されている工事の内容
は？また、現時点でどのような場所に設
置を予定しているのか？

問 居宅等防犯カメラ補助金の補助内容は？



特集特集

45 いしおか市議会だより　第99号
令和8年6月1日　発行

いしおか市議会だより　第99号
令和8年6月1日　発行

　石岡市消防職員による偽造通貨行使罪による逮捕・起訴という重大な不祥事を受け、市長はその監督責任として
自らの給与を一か月10％減額する条例案を令和６年12月定例会に提出した。市長は「これまでの例を参考にした」
と説明したが、前例のない犯罪行為に対する監督責任としては著しく軽い措置であり、監督責任を十分に自覚して
いるとは到底言えないとして議会の強い反発を招いた。その結果、同条例案は否決され、令和６年12月20日、市議
会は市長辞職勧告決議を賛成多数で可決するに至った。
　しかしながらその後も、市長からは市政運営に対する真摯な反省や議会との信頼関係を回復しようとする姿勢は
見られなかった。
　令和７年２月25日の第一回定例会開会日においては、職員不祥事に対する監督責任を十分に感じていない市長
の姿勢に対し、議員が次々と議場から退席する事態となり、会議は中断した。その中断中、市長はＳＮＳに「議会は
ひどい」と投稿した。市長は同年１月22日の記者発表において「反省すべきは反省し、議会と対話したい」と述べて
いたにもかかわらず、議会を批判する投稿を行ったものであり、議会との対話を重んじ相互理解を深めようとする
姿勢が見られないとして、市議会は二度目となる市長辞職勧告決議を賛成多数で可決した。
　また、営利目的の民間事業者に対し、地方自治法の趣旨を逸脱して教育施設である八郷運動公園の利用を許可し
たうえ、その使用料を減免申請書の提出がないにもかかわらず全額免除した問題において、市長は自らの責任を十
分に省みることなく、職員のみを懲戒処分するなどの対応を行った。このことを受け市議会は、市長給与の30％減
額を可決した。市長はこれを異に唱え再議を要求したが、令和７年９月11日、議会は改めて賛成多数で給与減額
30％を可決した。
　さらに令和７年度予算において、八軒向第３公園の屋外トイレ建設費として４千926万円の予算が計上された。
執行部は「地元住民からの要望を受けて」と説明したが、その後、住民約１千名から「予算が高すぎる」「規模が大きい」
「犯罪や防犯面への不安がある」などの理由により屋外トイレ建設に反対する陳情が令和７年10月27日に市議会に
提出された。委員会審査では、すでに予算化されていることや執行部から「国土交通省のガイドラインに沿った標
準的な規模」との説明がなされたことから、建設を進める場合には住民説明会の早期実施と今後の方向性の周知を
求めることを妥当とし、陳情は「一部採択」とされた。しかしながら、その後執行部から委員会への十分な報告はな
かった。
　そのような中、令和８年２月20日、八軒向第３公園屋外トイレ建設問題について地域住民から申し込まれた「市
長と語ろう会」が開催された。この場における市長の発言について、市長公室が作成した報告書および録音記録を
確認したところ、市長は「このトイレは議会が作れと言ってきた」「本音の話、私自身トイレが５千万円もすると聞
いて驚いた」「議会が認めたものを止める決断は難しい」「議会が強くてトイレを止めさせてくれない」「議会はいや
がらせ、辞職勧告や給与減額とかやられっぱなしなんですよ」「トイレの問題で不信任を出されたら議会を解散する」
「住民運動を起こして議員を説得して、お前らに票を入れないぞと、来年４月の選挙では今回のテーマを判断材料に
して議員を選んでもらいたい」「八郷地区は地区を代表する議員さんがいるが、石岡地区は地域がつながっていない
気がする」「地元の人しか来ないのでトイレは作れないと私自身は断っていた」などの発言を行っていたことが明ら
かとなった。
　これらの発言は、地方自治法に定める二元代表制の仕組みを正しく理解しているとは到底言えないものであり、
市長の専権事項である予算編成権および執行権について、あたかも議会がそれを奪ったかのような印象を市民に与
えるものである。また、自らの提案によって計上した事業について、その責任を議会に転嫁し、議員を誹謗中傷す
るような発言を行うことは、市民に対する著しい誤解を与えるものであり、極めて不適切である。
　この発言の真意を質すため、産業建設委員会が令和８年３月６日に開催された。市長は20数回にわたり「誤解を
与えたことは申し訳ない」と謝罪したが、発言の内容そのものは誤解ではなく事実であり、過去にもＳＮＳ投稿や
各種団体との会合の場において議会批判を繰り返していたことが団体機関誌等から明らかになっている。
　さらに委員会審査において、執行部が議会に対し「国交省ガイドラインに沿った標準的な規模」と説明してきたト
イレ計画が、実際にはガイドラインの趣旨を正しく踏まえたものではなく、便器数はガイドラインの基準を上回る
一方で、障がい者用駐車場からトイレまでの動線整備など、バリアフリーの観点で重要とされる事項が考慮されて
いないことも明らかとなった。執行部は最終的に「標準とは言えない」と答弁を翻しており、議会の中立公平な審査
に必要な正確な情報提供が十分に行われていなかったことは、二元代表制の趣旨に照らしても看過できない問題で
ある。地域住民との話し合いで議会を誹謗中傷した発言と合わせ、執行部の代表である市長はその責任を逃れるこ
とはできない。
　また、令和８年度予算審査の初日において、市長の議会批判発言について謝罪を求めるため市長の所在を確認し
たところ、市長は登庁しておらず連絡が取れないという事態が生じた。予算審査という市政の根幹に関わる場面に
おいて、提案者である首長が特段の理由もなく登庁していないという状況は前代未聞であり、首長としての責任感
の欠如を示すものである。その後、市長は「体調不良により自宅にいた」と説明したが、全員協議会に出席した際の
態度からは、市政運営の責任者として緊張感や自覚が十分に感じられるものではなかった。
　以上の一連の出来事は、単なる個別事案の問題ではなく、市長として求められる資質そのもの、すなわち市政を
担う責任感、議会との信頼関係を築く姿勢、そして行政の最高責任者としての自覚が著しく欠けているという根本
的な問題であり、もはや自覚を促し、改善を求める範囲を超えていると言わざるを得ない。
　市長と議会は、二元代表制の下でそれぞれ市民の負託を受け、市民福祉の向上と市政の発展のために協力しなが
ら市政を運営していくべき存在である。しかしながら、市長のこれまでの言動はその前提となる信頼関係を著しく
損ない、市政運営に重大な混乱と停滞をもたらしている。
　よって石岡市議会は、６万８千余の市民の代表として石岡市政への信頼を守る責任に鑑み、谷島洋司氏を石岡市
長として信任することはできないと判断し、ここに谷島洋司石岡市長に対する不信任を決議する。

谷島洋司市長に対する不信任決議（全文） 市長に対する不信任決議を可決
 ～第１回臨時会・第１回定例会の注目点～

　第１回臨時会（１月30日）では、山本進議員ほか11名の議員から「複合文化施設基本設計委託契約の延期を
求める決議」が提出され、賛成多数で可決しました。決議の概要は、以下のとおりです。

　第１回臨時会・第１回定例会では、議員から複数の決議案が提出されたほか、補正予算に対する修正動議な
ど様々な動きがありました。
　議会で議題となった４つの案件について取り上げます。

❶「複合文化施設基本設計委託契約の延期を求める決議」

採決の結果、賛成多数で原案可決すべきものと決した

▲決議の全文は
　こちらから
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複合文化施設基本設計委託契約の延期を求める決議（概要）
　執行部に対し、複合文化施設基本設計委託契約の締結を拙速に進めることなく、事業者選定の過程、審査体制、
評価方法等について再検証し、議会及び市民に対する十分な説明と情報公開を行った上で、改めて、適正な手続き
に基づいて事業を進めることを強く求め、２月末に予定している複合文化施設基本設計委託契約の延期を求める。

　第１回定例会、議会運営委員会から「執行部が議会に対し責任感と緊張感をもって臨むことを求める決議」
が提出され、全会一致で可決しました。決議の概要は、以下のとおりです。

　山本進議員ほか１２名の議員から「谷島洋司市長に対する不信任決議」が提出され、賛成多数で可決しまし
た。決議の全文は、次ページのとおりです。

❷「執行部が議会に対し責任感と緊張感をもって臨むことを求める決議」

 ❸令和７年度石岡市一般会計補正予算（第８号）を修正可決

❹「谷島洋司市長に対する不信任決議」

▲決議の全文は
　こちらから

執行部が議会に対し責任感と緊張感をもって臨むことを求める決議（概要）
　令和８年３月３日付で、石岡市長から令和８年第１回定例会に提出された議案２件に関して訂正請求書が提出
された。令和５年第３回定例会から今期定例会まで、１１回の定例会において訂正等が行われている。これだけ
の訂正があるということは、執行部が十分な確認を行っていないということは間違いなく、さらに言えばそれは
責任感の欠如であると考える。
　市長をはじめ執行部においては、二元代表制の意味でもある市長と議会の相互抑制と均衡による緊張関係を保
つためにも、適切な事務執行に当たっていただくことを望むものである。

第１回定例会閉会日（令和８年３月19日）
　櫻井茂議員ほか５名の議員により、繰越明許費のうち公園維持管理経費（八軒向第三公園屋外トイレに関する経費）４,９２６万５,
０００円を補正予算案から減額修正する「議案第１３号・令和７年度石岡市一般会計補正予算（第８号）に係る修正の動議」が提出さ
れ、採決の結果、全会一致で可決しました。
　また、修正部分を除く部分については、全会一致で原案のとおり可決しました。

第15回産業建設委員会（令和８年３月１７日）での議論
公園維持管理経費（八軒向第三公園屋外トイレに関する経費）4,926万5千円について、各委員が質疑しました。

答
委員からの指摘のとおり、過剰ではないかと言われているところである。トイレは必要であることから、整備を
推進してきた。委員会で指摘を受けたことは重大に感じているので、今後トイレを整備する中では、財政状況も
考え、コスト意識を持ちながら今後は進めていきたいと考えている。

問
本件については、国土交通省のガイドラインに沿った標準的な設計であると答弁をもらっている。ガイドラインの内
容を確認したところ、ガイドラインで示された数の倍近い便器の数であったことが分かった。執行部としては、そうい
う説明を議会に対して行ってきたという事実をもって、どのような見解を今持っているのか。

※「○」は議案の議決に賛成、「●」は反対、
　「－」は退席等。
※不信任決議は議長も採決に加わります。

３分の２以上の議員が出席し、その４分
の３以上の賛成があったため可決不信任決議を受け、谷島市長は令和８年３月27日、地方自治法の規定に基づき、石岡市議会を解散しました。
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　石岡市消防職員による偽造通貨行使罪による逮捕・起訴という重大な不祥事を受け、市長はその監督責任として
自らの給与を一か月10％減額する条例案を令和６年12月定例会に提出した。市長は「これまでの例を参考にした」
と説明したが、前例のない犯罪行為に対する監督責任としては著しく軽い措置であり、監督責任を十分に自覚して
いるとは到底言えないとして議会の強い反発を招いた。その結果、同条例案は否決され、令和６年12月20日、市議
会は市長辞職勧告決議を賛成多数で可決するに至った。
　しかしながらその後も、市長からは市政運営に対する真摯な反省や議会との信頼関係を回復しようとする姿勢は
見られなかった。
　令和７年２月25日の第一回定例会開会日においては、職員不祥事に対する監督責任を十分に感じていない市長
の姿勢に対し、議員が次々と議場から退席する事態となり、会議は中断した。その中断中、市長はＳＮＳに「議会は
ひどい」と投稿した。市長は同年１月22日の記者発表において「反省すべきは反省し、議会と対話したい」と述べて
いたにもかかわらず、議会を批判する投稿を行ったものであり、議会との対話を重んじ相互理解を深めようとする
姿勢が見られないとして、市議会は二度目となる市長辞職勧告決議を賛成多数で可決した。
　また、営利目的の民間事業者に対し、地方自治法の趣旨を逸脱して教育施設である八郷運動公園の利用を許可し
たうえ、その使用料を減免申請書の提出がないにもかかわらず全額免除した問題において、市長は自らの責任を十
分に省みることなく、職員のみを懲戒処分するなどの対応を行った。このことを受け市議会は、市長給与の30％減
額を可決した。市長はこれを異に唱え再議を要求したが、令和７年９月11日、議会は改めて賛成多数で給与減額
30％を可決した。
　さらに令和７年度予算において、八軒向第３公園の屋外トイレ建設費として４千926万円の予算が計上された。
執行部は「地元住民からの要望を受けて」と説明したが、その後、住民約１千名から「予算が高すぎる」「規模が大きい」
「犯罪や防犯面への不安がある」などの理由により屋外トイレ建設に反対する陳情が令和７年10月27日に市議会に
提出された。委員会審査では、すでに予算化されていることや執行部から「国土交通省のガイドラインに沿った標
準的な規模」との説明がなされたことから、建設を進める場合には住民説明会の早期実施と今後の方向性の周知を
求めることを妥当とし、陳情は「一部採択」とされた。しかしながら、その後執行部から委員会への十分な報告はな
かった。
　そのような中、令和８年２月20日、八軒向第３公園屋外トイレ建設問題について地域住民から申し込まれた「市
長と語ろう会」が開催された。この場における市長の発言について、市長公室が作成した報告書および録音記録を
確認したところ、市長は「このトイレは議会が作れと言ってきた」「本音の話、私自身トイレが５千万円もすると聞
いて驚いた」「議会が認めたものを止める決断は難しい」「議会が強くてトイレを止めさせてくれない」「議会はいや
がらせ、辞職勧告や給与減額とかやられっぱなしなんですよ」「トイレの問題で不信任を出されたら議会を解散する」
「住民運動を起こして議員を説得して、お前らに票を入れないぞと、来年４月の選挙では今回のテーマを判断材料に
して議員を選んでもらいたい」「八郷地区は地区を代表する議員さんがいるが、石岡地区は地域がつながっていない
気がする」「地元の人しか来ないのでトイレは作れないと私自身は断っていた」などの発言を行っていたことが明ら
かとなった。
　これらの発言は、地方自治法に定める二元代表制の仕組みを正しく理解しているとは到底言えないものであり、
市長の専権事項である予算編成権および執行権について、あたかも議会がそれを奪ったかのような印象を市民に与
えるものである。また、自らの提案によって計上した事業について、その責任を議会に転嫁し、議員を誹謗中傷す
るような発言を行うことは、市民に対する著しい誤解を与えるものであり、極めて不適切である。
　この発言の真意を質すため、産業建設委員会が令和８年３月６日に開催された。市長は20数回にわたり「誤解を
与えたことは申し訳ない」と謝罪したが、発言の内容そのものは誤解ではなく事実であり、過去にもＳＮＳ投稿や
各種団体との会合の場において議会批判を繰り返していたことが団体機関誌等から明らかになっている。
　さらに委員会審査において、執行部が議会に対し「国交省ガイドラインに沿った標準的な規模」と説明してきたト
イレ計画が、実際にはガイドラインの趣旨を正しく踏まえたものではなく、便器数はガイドラインの基準を上回る
一方で、障がい者用駐車場からトイレまでの動線整備など、バリアフリーの観点で重要とされる事項が考慮されて
いないことも明らかとなった。執行部は最終的に「標準とは言えない」と答弁を翻しており、議会の中立公平な審査
に必要な正確な情報提供が十分に行われていなかったことは、二元代表制の趣旨に照らしても看過できない問題で
ある。地域住民との話し合いで議会を誹謗中傷した発言と合わせ、執行部の代表である市長はその責任を逃れるこ
とはできない。
　また、令和８年度予算審査の初日において、市長の議会批判発言について謝罪を求めるため市長の所在を確認し
たところ、市長は登庁しておらず連絡が取れないという事態が生じた。予算審査という市政の根幹に関わる場面に
おいて、提案者である首長が特段の理由もなく登庁していないという状況は前代未聞であり、首長としての責任感
の欠如を示すものである。その後、市長は「体調不良により自宅にいた」と説明したが、全員協議会に出席した際の
態度からは、市政運営の責任者として緊張感や自覚が十分に感じられるものではなかった。
　以上の一連の出来事は、単なる個別事案の問題ではなく、市長として求められる資質そのもの、すなわち市政を
担う責任感、議会との信頼関係を築く姿勢、そして行政の最高責任者としての自覚が著しく欠けているという根本
的な問題であり、もはや自覚を促し、改善を求める範囲を超えていると言わざるを得ない。
　市長と議会は、二元代表制の下でそれぞれ市民の負託を受け、市民福祉の向上と市政の発展のために協力しなが
ら市政を運営していくべき存在である。しかしながら、市長のこれまでの言動はその前提となる信頼関係を著しく
損ない、市政運営に重大な混乱と停滞をもたらしている。
　よって石岡市議会は、６万８千余の市民の代表として石岡市政への信頼を守る責任に鑑み、谷島洋司氏を石岡市
長として信任することはできないと判断し、ここに谷島洋司石岡市長に対する不信任を決議する。

谷島洋司市長に対する不信任決議（全文） 市長に対する不信任決議を可決
 ～第１回臨時会・第１回定例会の注目点～

　第１回臨時会（１月30日）では、山本進議員ほか11名の議員から「複合文化施設基本設計委託契約の延期を
求める決議」が提出され、賛成多数で可決しました。決議の概要は、以下のとおりです。

　第１回臨時会・第１回定例会では、議員から複数の決議案が提出されたほか、補正予算に対する修正動議な
ど様々な動きがありました。
　議会で議題となった４つの案件について取り上げます。

❶「複合文化施設基本設計委託契約の延期を求める決議」

採決の結果、賛成多数で原案可決すべきものと決した

▲決議の全文は
　こちらから

●

富
田
　雅
史

中
根
　淳
一

鈴
木
　康
仁

飯
村
　一
夫

新
田
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川
井
　幸
一

櫻
井
　
　茂

岡
野
　孝
雄

玉
造
　由
美

勝
村
　孝
行

谷
田
川
　泰

小
松
　豊
正

山
本
　
　進

関
口
　忠
男

池
田
　正
文

菱
沼
　和
幸

岡
野
　孝
男

髙
野
　
　要

鈴
木
　行
雄

鈴
木
　将
史

－ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ － ○ ● ○ － － ○ ○

村
上
　泰
道

○

複合文化施設基本設計委託契約の延期を求める決議（概要）
　執行部に対し、複合文化施設基本設計委託契約の締結を拙速に進めることなく、事業者選定の過程、審査体制、
評価方法等について再検証し、議会及び市民に対する十分な説明と情報公開を行った上で、改めて、適正な手続き
に基づいて事業を進めることを強く求め、２月末に予定している複合文化施設基本設計委託契約の延期を求める。

　第１回定例会、議会運営委員会から「執行部が議会に対し責任感と緊張感をもって臨むことを求める決議」
が提出され、全会一致で可決しました。決議の概要は、以下のとおりです。

　山本進議員ほか１２名の議員から「谷島洋司市長に対する不信任決議」が提出され、賛成多数で可決しまし
た。決議の全文は、次ページのとおりです。

❷「執行部が議会に対し責任感と緊張感をもって臨むことを求める決議」

 ❸令和７年度石岡市一般会計補正予算（第８号）を修正可決

❹「谷島洋司市長に対する不信任決議」

▲決議の全文は
　こちらから

執行部が議会に対し責任感と緊張感をもって臨むことを求める決議（概要）
　令和８年３月３日付で、石岡市長から令和８年第１回定例会に提出された議案２件に関して訂正請求書が提出
された。令和５年第３回定例会から今期定例会まで、１１回の定例会において訂正等が行われている。これだけ
の訂正があるということは、執行部が十分な確認を行っていないということは間違いなく、さらに言えばそれは
責任感の欠如であると考える。
　市長をはじめ執行部においては、二元代表制の意味でもある市長と議会の相互抑制と均衡による緊張関係を保
つためにも、適切な事務執行に当たっていただくことを望むものである。

第１回定例会閉会日（令和８年３月19日）
　櫻井茂議員ほか５名の議員により、繰越明許費のうち公園維持管理経費（八軒向第三公園屋外トイレに関する経費）４,９２６万５,
０００円を補正予算案から減額修正する「議案第１３号・令和７年度石岡市一般会計補正予算（第８号）に係る修正の動議」が提出さ
れ、採決の結果、全会一致で可決しました。
　また、修正部分を除く部分については、全会一致で原案のとおり可決しました。

第15回産業建設委員会（令和８年３月１７日）での議論
公園維持管理経費（八軒向第三公園屋外トイレに関する経費）4,926万5千円について、各委員が質疑しました。

答
委員からの指摘のとおり、過剰ではないかと言われているところである。トイレは必要であることから、整備を
推進してきた。委員会で指摘を受けたことは重大に感じているので、今後トイレを整備する中では、財政状況も
考え、コスト意識を持ちながら今後は進めていきたいと考えている。

問
本件については、国土交通省のガイドラインに沿った標準的な設計であると答弁をもらっている。ガイドラインの内
容を確認したところ、ガイドラインで示された数の倍近い便器の数であったことが分かった。執行部としては、そうい
う説明を議会に対して行ってきたという事実をもって、どのような見解を今持っているのか。

※「○」は議案の議決に賛成、「●」は反対、
　「－」は退席等。
※不信任決議は議長も採決に加わります。

３分の２以上の議員が出席し、その４分
の３以上の賛成があったため可決不信任決議を受け、谷島市長は令和８年３月27日、地方自治法の規定に基づき、石岡市議会を解散しました。
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◆第1回臨時会 [1月30日]
◆第1回定例会
　[2月24日～3月19日]

定例会・臨時会

ドキュメント

第
１
回
臨
時
会
　
補
正

予
算
２
議
案
可
決

定
例
会
最
終
日
　
修
正

動
議
提
出

　
櫻
井
茂
議
員
ほ
か
５
名
か
ら
議
案
第

13
号
・
令
和
７
年
度
石
岡
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
８
号
）に
係
る
修
正
の
動

議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
等
は
、

最
終
日
に
追
加
提
出
さ
れ
た
令
和
７
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）を
除

き
各
委
員
会
に
付
託
し
て
審
査
を
行

い
、
最
終
日
に
採
決
を
行
っ
た
結
果
、

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

８
号
）は
修
正
可
決
、
そ
の
ほ
か
は
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

定
例
会
最
終
日
　
市
長

に
対
す
る
不
信
任
決
議

案
を
可
決

　
山
本
進
議
員
ほ
か
12
名
か
ら「
谷
島

洋
司
市
長
に
対
す
る
不
信
任
決
議
」が

提
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
８
年
第
１
回
定
例
会
の
流
れ

本会議
開会

2/24

市
長
の
市
政
運
営
に
関
す
る
所
信

表
明
及
び
議
案
提
案
理
由
説
明

本会議
閉会

3/19

議
案
、
請
願
・
陳
情
の
採
決

市
長
に
よ
る
追
加
議
案
提
出
・
採
決

議
員
に
よ
る
議
案
提
出
・
採
決

本会議
議案質疑

3/6

令
和
８
年
度
予
算
案
以
外
の
議
案

に
対
す
る
質
疑（
２
名
）

本会議
一般質問

3/3-5

市
政
全
般
に
関
す
る
一
般
質
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
14
名
）

議
員
に
よ
る
議
案
提
出
・
採
決

本会議
代表質問

3/2

市
長
の
市
政
運
営
に
関
す
る
所
信

に
対
す
る
会
派
代
表
質
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
５
会
派
）

 

予
算
特
別
委
員
会

令
和
８
年
度
予
算
案
の
審
査

3/9-12 

常
任
委
員
会

議
案
、
請
願
・
陳
情
の
審
査

所
管
事
務
の
調
査

3/13,16,17 

議
会
運
営
委
員
会

次
回
定
例
会
の
日
程
な
ど
の
協
議

3/18

補正予算の主な事業と予算額
■物価高騰対策応援給付金給付事業 ４億４,７９４万８千円

■過誤納還付金(国・県負担金精算に伴う返還等) １億５,９４５万５千円

■通勤・通学支援事業 ６３２万円

■保育等運営経費 １億８,６０４万９千円

■市営住宅維持管理経費 住宅改修工事 １,６０１万６千円

第
１
回

臨
時
会

第
１
回
定
例
会

ＮＥＸＴ：質疑から読み解く「ギカイの視点」

いしおか市議会だより　第99号
令和8年6月1日　発行

いしおか市議会だより　第99号
令和8年6月1日　発行

　
第
１
回
臨
時
会
で
は
、
専
決
処
分
の

承
認
を
求
め
る
議
案
１
件
と
補
正
予
算

１
件
の
、
計
２
議
案
が
市
長
か
ら
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
専
決
処
分
の
承
認
議
案
の
内
容
は
、

令
和
８
年
２
月
８
日
執
行
の
衆
議
院
議

員
総
選
挙
に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
た

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

６
号
）で
す
。

　
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

７
号
）は
、
９
億
４
２
２
０
万
７
０
０
０

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
総
額
を
３
６

８
億
３
０
３
万
９
０
０
０
円
と
す
る
も

の
で
、
国
・
県
の
補
助
事
業
の
追
加
、
変

更
等
に
伴
う
経
費
及
び
緊
急
性
の
高
い

第
１
回
臨
時
会
　
決
議

案
を
可
決

事
業
等
に
対
応
す
る
経
費
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
歳
出
の
内
容
と
し
て
は
、

総
務
費
に
お
い
て
、
長
引
く
物
価
高
に

影
響
を
受
け
て
い
る
市
民
を
支
援
す
る

た
め
、
物
価
高
騰
対
策
応
援
給
付
金
と

し
て
１
人
当
た
り
５
０
０
０
円
を
、
併

せ
て
75
歳
以
上
の
方
に
４
０
０
０
円
を

加
算
し
現
金
給
付
を
行
う
、
物
価
高
騰

対
策
応
援
給
付
金
給
付
事
業
４
億
４
７

９
４
万
８
０
０
０
円
な
ど
で
す
。

　
提
案
理
由
の
説
明
後
、
各
事
業
の
詳

細
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、
採

決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。

　
山
本
進
議
員
ほ
か
11
名
か
ら「
複
合

文
化
施
設
基
本
設
計
委
託
契
約
の
延
期

を
求
め
る
決
議
」が
提
出
さ
れ
、
採
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
予
算
以
外

の
主
な
議
案
の
概
要

　
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）は
、
８
億
７
０
５
８
万
２
０

０
０
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総

第
１
回
定
例
会
　
令
和

８
年
度
予
算
の
審
議

　
第
１
回
定
例
会
で
は
、
令
和
８
年
度

各
会
計
予
算
、
令
和
７
年
度
補
正
予
算
、

石
岡
市
行
政
手
続
条
例
の
一
部
改
正
な

ど
、
市
長
か
ら
56
件
の
議
案
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
令
和
８
年
度
予
算
編
成

に
つ
い
て
、
市
長
か
ら
は「
昨
今
の
物
価

の
高
騰
な
ど
、
行
財
政
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
い
が
、
人
口
減
少
等
の
対
策

や
複
雑
化
・
多
様
化
す
る
課
題
に
対
し

柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な

社
会
を
創
り
上
げ
て
い
き
、
限
ら
れ
た

財
源
を
効
果
的
・
効
率
的
に
活
用
し
、

総
合
計
画
の
将
来
像
で
あ
る『
誰
も
が

輝
く
未
来
へ
　
共
に
創
る
石
岡
市
』を

実
現
し
て
い
く
た
め
、
予
算
編
成
を

行
っ
た
」と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
、
令
和
８
年
度
各
会
計
予

算
を
詳
し
く
審
査
す
る
た
め
、
予
算
特

別
委
員
会
を
設
置
し
て
４
日
間
に
わ
た

り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
定
例
会
最
終
日
に
予
算
特
別
委
員
長

か
ら「
い
ず
れ
も
原
案
可
決
す
べ
き
も

の
」と
の
審
査
結
果
が
報
告
さ
れ
、
討
論

の
後
、
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
令
和
８

年
度
各
会
計
予
算
は
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

額
を
３
５
９
億
３
２
４
５
万
７
０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
、
事
業
費
の
確
定
等

に
よ
り
財
源
調
整
が
必
要
な
経
費
、
国
・

県
の
補
助
事
業
の
追
加
、
変
更
等
に
伴

う
経
費
、
緊
急
性
の
高
い
事
業
等
に
対

応
す
る
経
費
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
石
岡
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の

制
定
は
、
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
の
基

本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
安
全
か
つ
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
よ

う
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　
石
岡
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

及
び
石
岡
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
は
、
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
こ

れ
に
準
じ
て
本
市
職
員
の
手
当
等
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

　
石
岡
市
行
政
財
産
の
使
用
料
徴
収
条

例
の
一
部
改
正
は
、
行
政
財
産
の
使
用

料
徴
収
に
お
け
る
使
用
料
の
算
定
方
法

の
見
直
し
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す

る
も
の
で
す
。

　
石
岡
市
基
金
条
例
の
一
部
改
正
は
、

令
和
８
年
４
月
１
日
に
石
岡
市
ふ
れ
あ

い
交
流
施
設
や
さ
と
温
泉
ゆ
り
の
郷
を

民
間
事
業
者
へ
無
償
譲
渡
す
る
こ
と
に

伴
い
、
基
金
の
目
的
及
び
処
分
を
市
内

観
光
施
設
整
備
及
び
維
持
管
理
に
変
更

す
る
も
の
で
す
。

　
財
産
の
取
得
に
関
す
る
議
案
18
件

は
、
こ
れ
ま
で
石
岡
市
議
会
の
議
決
に

付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は

処
分
に
関
す
る
条
例
第
３
条
に
基
づ
く

議
決
は
不
要
と
整
理
し
て
い
た
賃
貸
借

契
約
の
う
ち
、
賃
貸
借
期
間
終
了
後
に

無
償
譲
渡
の
特
約
が
あ
る
契
約
に
つ
い

て
、
実
質
的
に
財
産
の
取
得
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
議
決
に
付
す
べ
き
も

の
と
認
識
を
改
め
た
こ
と
、
ま
た
、
そ

の
ほ
か
に
も
議
決
に
付
す
べ
き
と
考
え

ら
れ
る
契
約
が
あ
っ
た
た
め
、「
追
認
」

と
し
て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。

　
和
解
議
案
は
、
令
和
７
年
12
月
27
日
、

石
岡
市
嘉
良
寿
理
地
内
に
て
職
員
が
公

用
車
運
転
中
に
発
生
し
た
物
損
事
故
に

つ
い
て
和
解
す
る
も
の
で
す
。

議
会
運
営
委
員
会
か
ら

決
議
案
が
提
出
さ
れ
可

決
　

　
３
月
３
日
付
で
、
執
行
部
よ
り
議
案

の
訂
正
請
求
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
、
一
般
質
問
２
日
目
の
３

月
４
日
、
議
会
運
営
委
員
会
か
ら「
執
行

部
が
議
会
に
対
し
責
任
感
と
緊
張
感
を

も
っ
て
臨
む
こ
と
を
求
め
る
決
議
」が

提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。

▲石岡市総合計画の
　将来像達成のため　
　の「基本理念」

基本理念

2. 魅力・発信

1. 安全・安心

3. 対話・学び
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◆第1回臨時会 [1月30日]
◆第1回定例会
　[2月24日～3月19日]

定例会・臨時会

ドキュメント

第
１
回
臨
時
会
　
補
正

予
算
２
議
案
可
決

定
例
会
最
終
日
　
修
正

動
議
提
出

　
櫻
井
茂
議
員
ほ
か
５
名
か
ら
議
案
第

13
号
・
令
和
７
年
度
石
岡
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
８
号
）に
係
る
修
正
の
動

議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
等
は
、

最
終
日
に
追
加
提
出
さ
れ
た
令
和
７
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）を
除

き
各
委
員
会
に
付
託
し
て
審
査
を
行

い
、
最
終
日
に
採
決
を
行
っ
た
結
果
、

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

８
号
）は
修
正
可
決
、
そ
の
ほ
か
は
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

定
例
会
最
終
日
　
市
長

に
対
す
る
不
信
任
決
議

案
を
可
決

　
山
本
進
議
員
ほ
か
12
名
か
ら「
谷
島

洋
司
市
長
に
対
す
る
不
信
任
決
議
」が

提
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
８
年
第
１
回
定
例
会
の
流
れ

本会議
開会

2/24

市
長
の
市
政
運
営
に
関
す
る
所
信

表
明
及
び
議
案
提
案
理
由
説
明

本会議
閉会

3/19

議
案
、
請
願
・
陳
情
の
採
決

市
長
に
よ
る
追
加
議
案
提
出
・
採
決

議
員
に
よ
る
議
案
提
出
・
採
決

本会議
議案質疑

3/6

令
和
８
年
度
予
算
案
以
外
の
議
案

に
対
す
る
質
疑（
２
名
）

本会議
一般質問

3/3-5

市
政
全
般
に
関
す
る
一
般
質
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
14
名
）

議
員
に
よ
る
議
案
提
出
・
採
決

本会議
代表質問

3/2

市
長
の
市
政
運
営
に
関
す
る
所
信

に
対
す
る
会
派
代
表
質
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
５
会
派
）

 

予
算
特
別
委
員
会

令
和
８
年
度
予
算
案
の
審
査

3/9-12 

常
任
委
員
会

議
案
、
請
願
・
陳
情
の
審
査

所
管
事
務
の
調
査

3/13,16,17 

議
会
運
営
委
員
会

次
回
定
例
会
の
日
程
な
ど
の
協
議

3/18

補正予算の主な事業と予算額
■物価高騰対策応援給付金給付事業 ４億４,７９４万８千円

■過誤納還付金(国・県負担金精算に伴う返還等) １億５,９４５万５千円

■通勤・通学支援事業 ６３２万円

■保育等運営経費 １億８,６０４万９千円

■市営住宅維持管理経費 住宅改修工事 １,６０１万６千円

第
１
回

臨
時
会

第
１
回
定
例
会

ＮＥＸＴ：質疑から読み解く「ギカイの視点」

いしおか市議会だより　第99号
令和8年6月1日　発行

いしおか市議会だより　第99号
令和8年6月1日　発行

　
第
１
回
臨
時
会
で
は
、
専
決
処
分
の

承
認
を
求
め
る
議
案
１
件
と
補
正
予
算

１
件
の
、
計
２
議
案
が
市
長
か
ら
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
専
決
処
分
の
承
認
議
案
の
内
容
は
、

令
和
８
年
２
月
８
日
執
行
の
衆
議
院
議

員
総
選
挙
に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
た

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

６
号
）で
す
。

　
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

７
号
）は
、
９
億
４
２
２
０
万
７
０
０
０

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
総
額
を
３
６

８
億
３
０
３
万
９
０
０
０
円
と
す
る
も

の
で
、
国
・
県
の
補
助
事
業
の
追
加
、
変

更
等
に
伴
う
経
費
及
び
緊
急
性
の
高
い

第
１
回
臨
時
会
　
決
議

案
を
可
決

事
業
等
に
対
応
す
る
経
費
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
歳
出
の
内
容
と
し
て
は
、

総
務
費
に
お
い
て
、
長
引
く
物
価
高
に

影
響
を
受
け
て
い
る
市
民
を
支
援
す
る

た
め
、
物
価
高
騰
対
策
応
援
給
付
金
と

し
て
１
人
当
た
り
５
０
０
０
円
を
、
併

せ
て
75
歳
以
上
の
方
に
４
０
０
０
円
を

加
算
し
現
金
給
付
を
行
う
、
物
価
高
騰

対
策
応
援
給
付
金
給
付
事
業
４
億
４
７

９
４
万
８
０
０
０
円
な
ど
で
す
。

　
提
案
理
由
の
説
明
後
、
各
事
業
の
詳

細
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、
採

決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。

　
山
本
進
議
員
ほ
か
11
名
か
ら「
複
合

文
化
施
設
基
本
設
計
委
託
契
約
の
延
期

を
求
め
る
決
議
」が
提
出
さ
れ
、
採
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
予
算
以
外

の
主
な
議
案
の
概
要

　
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）は
、
８
億
７
０
５
８
万
２
０

０
０
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総

第
１
回
定
例
会
　
令
和

８
年
度
予
算
の
審
議

　
第
１
回
定
例
会
で
は
、
令
和
８
年
度

各
会
計
予
算
、
令
和
７
年
度
補
正
予
算
、

石
岡
市
行
政
手
続
条
例
の
一
部
改
正
な

ど
、
市
長
か
ら
56
件
の
議
案
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
令
和
８
年
度
予
算
編
成

に
つ
い
て
、
市
長
か
ら
は「
昨
今
の
物
価

の
高
騰
な
ど
、
行
財
政
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
い
が
、
人
口
減
少
等
の
対
策

や
複
雑
化
・
多
様
化
す
る
課
題
に
対
し

柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な

社
会
を
創
り
上
げ
て
い
き
、
限
ら
れ
た

財
源
を
効
果
的
・
効
率
的
に
活
用
し
、

総
合
計
画
の
将
来
像
で
あ
る『
誰
も
が

輝
く
未
来
へ
　
共
に
創
る
石
岡
市
』を

実
現
し
て
い
く
た
め
、
予
算
編
成
を

行
っ
た
」と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
、
令
和
８
年
度
各
会
計
予

算
を
詳
し
く
審
査
す
る
た
め
、
予
算
特

別
委
員
会
を
設
置
し
て
４
日
間
に
わ
た

り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
定
例
会
最
終
日
に
予
算
特
別
委
員
長

か
ら「
い
ず
れ
も
原
案
可
決
す
べ
き
も

の
」と
の
審
査
結
果
が
報
告
さ
れ
、
討
論

の
後
、
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
令
和
８

年
度
各
会
計
予
算
は
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

額
を
３
５
９
億
３
２
４
５
万
７
０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
、
事
業
費
の
確
定
等

に
よ
り
財
源
調
整
が
必
要
な
経
費
、
国
・

県
の
補
助
事
業
の
追
加
、
変
更
等
に
伴

う
経
費
、
緊
急
性
の
高
い
事
業
等
に
対

応
す
る
経
費
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
石
岡
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の

制
定
は
、
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
の
基

本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
安
全
か
つ
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
よ

う
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　
石
岡
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

及
び
石
岡
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
は
、
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
こ

れ
に
準
じ
て
本
市
職
員
の
手
当
等
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

　
石
岡
市
行
政
財
産
の
使
用
料
徴
収
条

例
の
一
部
改
正
は
、
行
政
財
産
の
使
用

料
徴
収
に
お
け
る
使
用
料
の
算
定
方
法

の
見
直
し
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す

る
も
の
で
す
。

　
石
岡
市
基
金
条
例
の
一
部
改
正
は
、

令
和
８
年
４
月
１
日
に
石
岡
市
ふ
れ
あ

い
交
流
施
設
や
さ
と
温
泉
ゆ
り
の
郷
を

民
間
事
業
者
へ
無
償
譲
渡
す
る
こ
と
に

伴
い
、
基
金
の
目
的
及
び
処
分
を
市
内

観
光
施
設
整
備
及
び
維
持
管
理
に
変
更

す
る
も
の
で
す
。

　
財
産
の
取
得
に
関
す
る
議
案
18
件

は
、
こ
れ
ま
で
石
岡
市
議
会
の
議
決
に

付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は

処
分
に
関
す
る
条
例
第
３
条
に
基
づ
く

議
決
は
不
要
と
整
理
し
て
い
た
賃
貸
借

契
約
の
う
ち
、
賃
貸
借
期
間
終
了
後
に

無
償
譲
渡
の
特
約
が
あ
る
契
約
に
つ
い

て
、
実
質
的
に
財
産
の
取
得
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
議
決
に
付
す
べ
き
も

の
と
認
識
を
改
め
た
こ
と
、
ま
た
、
そ

の
ほ
か
に
も
議
決
に
付
す
べ
き
と
考
え

ら
れ
る
契
約
が
あ
っ
た
た
め
、「
追
認
」

と
し
て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。

　
和
解
議
案
は
、
令
和
７
年
12
月
27
日
、

石
岡
市
嘉
良
寿
理
地
内
に
て
職
員
が
公

用
車
運
転
中
に
発
生
し
た
物
損
事
故
に

つ
い
て
和
解
す
る
も
の
で
す
。

議
会
運
営
委
員
会
か
ら

決
議
案
が
提
出
さ
れ
可

決
　

　
３
月
３
日
付
で
、
執
行
部
よ
り
議
案

の
訂
正
請
求
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
、
一
般
質
問
２
日
目
の
３

月
４
日
、
議
会
運
営
委
員
会
か
ら「
執
行

部
が
議
会
に
対
し
責
任
感
と
緊
張
感
を

も
っ
て
臨
む
こ
と
を
求
め
る
決
議
」が

提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。

▲石岡市総合計画の
　将来像達成のため　
　の「基本理念」

基本理念

2. 魅力・発信

1. 安全・安心

3. 対話・学び
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請願
陳情

第１回定例会

条例

予算

請願・陳情の審議

条例 行政財産の使用料徴収条例
使用料の算定方法の一部改正

受理した請願・陳情のうち、請願1件、陳情3件について結論を出しました。（続きは次ページ）

第１回定例会

　条例第４条の使用料の算定において、これまで最小単
位を月単位としていたが、短期的な利用ができるよう最
小単位を日単位とするもの。

他の自治体において、行政財産の空きスペース
の有効活用や自主財源の確保などに取り組んで
おり、行政財産の管理や活用方法の考え方も変
化している。行政財産の有効活用の推進と自主
財原の確保を目的として柔軟に使用を許可でき
るよう、使用料の算定方法の見直しを行うもの。

条例改正を行う理由は？問

答

条例 石岡市特定乳児等通園支援事業の運営
条例に関する基準を定める条例
通称「こども誰でも通園制度」が開始

第１回定例会

　令和８年度から開始される通称「こども誰でも通園制
度」において、市が利用者へ給付すべき給付費は、法定
代理受領形式により、事業者（保育園等）へ支給される。
このため、利用定員の設定や会計処理、重要事項の説明
など、運営上のソフト面の要件を定め、給付費を受給す
るための事業者の適格性を判断する条例を、国から示さ
れた基準を踏まえ制定するもの。

特定乳児等はどのような乳幼児を指すのか？問
生後６か月から満３歳未満の未就園児で、さら
に、保育所や認定こども園などの認可施設のど
こにも在園していない子。

答

この事業を石岡市において実施する施設はどれ
くらいあるのか？問
現在のところ４施設から、令和８年度中の実施
の意向が示されいる。答

想定される改定というのは、どのくらいの施設
が対象になるのか？学校関係の施設等も含まれ
ると思うが、具体的な数字は？

問

現在把握できる数でいうと190。基本的には独
自に設置管理条例が定められているので、設置
管理条例の定めに基づき使用料を徴収すること
になるが、例えば、施設の駐車場の空きスペー
スを使用する場合は定めがない場合があるの
で、行政財産の使用料徴収条例に基づ
き使用料を算定することになる。

答

●「最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援策の拡充を求める意見書」
　採択の請願(紹介議員：小松豊正）【不採択】
　　　　　　「最低賃金の全国一律制度を確立し、地域間格差を縮小させる
ための施策を進めること」「中小企業への具体的経済支援策を国の責任で拡
充すること」「茨城県の最低賃金を、物価高対策として令和８年10月に
1,500円以上に引き上げ、最低生計費試算調査結果を踏まえ1,700円を目指
すこと」を要望する旨の意見書を政府及び関係機関へ提出することを求める。

請 願 趣 旨

　　　　　　「低い賃金を何とか上げて、苦しい生活の方への支援となる
ようにということでの思いは十分分かるが、項目をひとつずつチェックし
ていくと、現実問題としては厳しいのかなという気がする」などの意見が
出されました。

委員会の意見

●石岡市内高等学校に各種選挙時の期日前投票所の設置を求める陳情
　【不採択】
　　　　　　若年者に地方行政・政治・経済・社会問題などに強く関心を
持ってもらい、国民の幸福と繁栄、発展を真剣に考える市民・国民の代表
者を選んでいく必要があるため、市内の各高等学校に各種選挙時の期日前
投票所を設置するよう求める。

陳 情 趣 旨

　　　　　　「まずは、移動式投票所という部分が重要」「費用もかかるこ
とから移動式投票所の移動先というほうが具体に進められる方法」
などの意見が出されました。

委員会の意見

いしおか市議会だより　第99号
令和8年6月1日　発行

いしおか市議会だより　第99号
令和8年6月1日　発行

請願
陳情

第１回定例会

請願・陳情の審議（２）

●八郷総合支所の庁舎の経年劣化による修繕個所の速やかな修繕及
び長寿命化工事の実施による八郷総合支所機能の充実を図ることを
求める陳情【不採択】
　　　　　　八郷総合支所の１階の電動カーテンが故障したまま放置さ
れ、昼間も暗い状況。庁舎の空調を行う冷温水器の経年劣化により、夏季
の庁舎温度が30度の状態で職員の労働条件の悪化や来庁者の印象を悪く
している。正面玄関入口は雨漏りが発生している。修繕を適切に行い、長
寿命化工事を実施して、八郷総合支所機能の充実を図るよう求める。

陳 情 趣 旨

　　　　　　執行部から現状の説明受け、「当陳情においては、全ての部
分において網羅されている」などの意見が出されました。
委員会の意見

●石岡市における相続財産を相続放棄してしまい管理されなく放置さ
　れた空家、空き地に係る対策を求める陳情【不採択】
　　　　　　「市長の職務権限で空家バンクに登録し、県外・市外から当
市に移住したい方に優先的に土地、家屋を斡旋する」「管理できない家屋・
土地の売却を不動産会社へ相談するよう指導」「相続土地国庫返納制度の
手続きがあることを指導」「空家等解体費用補助金交付額を増額する」と
いった対応を行い、安全・良質で安心できる居住環境の実現に向けて、様々
な施策を講じるよう求める。

陳 情 趣 旨

　　　　　　「陳情者の願意は一定程度理解できるところではある
が、この陳情内容全体を見たときに、実現が困難な対策も含まれて
いると思う」などの意見が出されました。

委員会の意見

■全会一致で可決
第1回臨時会

専決処分の承認
（令和7年度石岡市一般会計補正予算（第6号））

議案の審議結果

令和7年度石岡市一般会計補正予算（第7号）

第1回定例会
令和8年度石岡市駐車場特別会計予算

令和8年度石岡市霊園事業特別会計予算

令和8年度石岡市介護サービス事業特別会計予算

令和8年度石岡市水道事業会計予算

令和8年度石岡市公共下水道事業会計予算

令和8年度石岡市農業集落排水事業会計予算

令和7年度石岡市一般会計補正予算（第8号）
修正部分を除く部分

令和7年度石岡市国民健康保険特別会計補正予算（第3号）

令和7年度石岡市駐車場特別会計補正予算（第1号）

令和7年度石岡市霊園事業特別会計補正予算（第1号）

令和7年度石岡市介護保険特別会計補正予算（第3号）

令和7年度石岡市介護サービス事業特別会計補正予算（第2号）

令和7年度石岡市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号)

令和7年度石岡市水道事業会計補正予算（第3号）

令和7年度石岡市公共下水道事業会計補正予算（第3号）

令和7年度石岡市農業集落排水事業会計補正予算（第3号）

予
　算

予
　算

第1回定例会

令和7年度石岡市一般会計補正予算（第9号）

石岡市行政手続条例の一部改正

石岡市印鑑条例の一部改正

石岡市犯罪被害者等支援条例の制定

石岡市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する
条例及び石岡市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関
する条例の一部改正

石岡市行政財産の使用料徴収条例の一部改正

石岡市基金条例の一部改正

石岡市医療福祉費支給に関する条例の一部改正

財産の取得（追認）
(H28（仮称）こども図書館建物賃貸借（中央図書館）
（債務負担行為））

石岡市火災予防条例の一部改正

石岡市職員の勤務時間，休暇等に関する条例及び石岡市職
員の育児休業等に関する条例の一部改正

石岡市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に
関する条例の一部改正（学校医等の報酬増額）

石岡市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に
関する条例の一部改正（保育所嘱託医等の報酬増額）

石岡市職員の給与に関する条例及び石岡市会計年度任用職員
の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正

石岡市職員の旅費に関する条例の全部改正

石岡市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定め
る条例の制定

条
　例

条
　例

財産の取得（追認）
(令和2年度住民情報系システム機器借上【債務負担行為】）

財産の取得（追認）
（令和2年度 行政情報系・LGWANネットワーク機器借上
【債務負担行為】）

財産の取得（追認）
(令和3年度 シンクライアント端末機器借上【債務負担行為】）
財産の取得（追認）
(令和3年度未来いしおか商品券）

財産の取得（追認）
（令和3年度ハイブリッドシンクライアントシステム機器
借上【債務負担行為】）

財産の取得（追認）
（令和4年度 石岡市燃やすごみ専用袋購入）

財産の取得（追認）
(シンクライアント端末機器借上【債務負担行為】）

そ
の
他

令和7年度石岡市一般会計補正予算（第8号）修正案
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請願
陳情

第１回定例会

条例

予算

請願・陳情の審議

条例 行政財産の使用料徴収条例
使用料の算定方法の一部改正

受理した請願・陳情のうち、請願1件、陳情3件について結論を出しました。（続きは次ページ）

第１回定例会

　条例第４条の使用料の算定において、これまで最小単
位を月単位としていたが、短期的な利用ができるよう最
小単位を日単位とするもの。

他の自治体において、行政財産の空きスペース
の有効活用や自主財源の確保などに取り組んで
おり、行政財産の管理や活用方法の考え方も変
化している。行政財産の有効活用の推進と自主
財原の確保を目的として柔軟に使用を許可でき
るよう、使用料の算定方法の見直しを行うもの。

条例改正を行う理由は？問

答

条例 石岡市特定乳児等通園支援事業の運営
条例に関する基準を定める条例
通称「こども誰でも通園制度」が開始

第１回定例会

　令和８年度から開始される通称「こども誰でも通園制
度」において、市が利用者へ給付すべき給付費は、法定
代理受領形式により、事業者（保育園等）へ支給される。
このため、利用定員の設定や会計処理、重要事項の説明
など、運営上のソフト面の要件を定め、給付費を受給す
るための事業者の適格性を判断する条例を、国から示さ
れた基準を踏まえ制定するもの。

特定乳児等はどのような乳幼児を指すのか？問
生後６か月から満３歳未満の未就園児で、さら
に、保育所や認定こども園などの認可施設のど
こにも在園していない子。

答

この事業を石岡市において実施する施設はどれ
くらいあるのか？問
現在のところ４施設から、令和８年度中の実施
の意向が示されいる。答

想定される改定というのは、どのくらいの施設
が対象になるのか？学校関係の施設等も含まれ
ると思うが、具体的な数字は？

問

現在把握できる数でいうと190。基本的には独
自に設置管理条例が定められているので、設置
管理条例の定めに基づき使用料を徴収すること
になるが、例えば、施設の駐車場の空きスペー
スを使用する場合は定めがない場合があるの
で、行政財産の使用料徴収条例に基づ
き使用料を算定することになる。

答

●「最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援策の拡充を求める意見書」
　採択の請願(紹介議員：小松豊正）【不採択】
　　　　　　「最低賃金の全国一律制度を確立し、地域間格差を縮小させる
ための施策を進めること」「中小企業への具体的経済支援策を国の責任で拡
充すること」「茨城県の最低賃金を、物価高対策として令和８年10月に
1,500円以上に引き上げ、最低生計費試算調査結果を踏まえ1,700円を目指
すこと」を要望する旨の意見書を政府及び関係機関へ提出することを求める。

請 願 趣 旨

　　　　　　「低い賃金を何とか上げて、苦しい生活の方への支援となる
ようにということでの思いは十分分かるが、項目をひとつずつチェックし
ていくと、現実問題としては厳しいのかなという気がする」などの意見が
出されました。

委員会の意見

●石岡市内高等学校に各種選挙時の期日前投票所の設置を求める陳情
　【不採択】
　　　　　　若年者に地方行政・政治・経済・社会問題などに強く関心を
持ってもらい、国民の幸福と繁栄、発展を真剣に考える市民・国民の代表
者を選んでいく必要があるため、市内の各高等学校に各種選挙時の期日前
投票所を設置するよう求める。

陳 情 趣 旨

　　　　　　「まずは、移動式投票所という部分が重要」「費用もかかるこ
とから移動式投票所の移動先というほうが具体に進められる方法」
などの意見が出されました。

委員会の意見

いしおか市議会だより　第99号
令和8年6月1日　発行

いしおか市議会だより　第99号
令和8年6月1日　発行

請願
陳情

第１回定例会

請願・陳情の審議（２）

●八郷総合支所の庁舎の経年劣化による修繕個所の速やかな修繕及
び長寿命化工事の実施による八郷総合支所機能の充実を図ることを
求める陳情【不採択】
　　　　　　八郷総合支所の１階の電動カーテンが故障したまま放置さ
れ、昼間も暗い状況。庁舎の空調を行う冷温水器の経年劣化により、夏季
の庁舎温度が30度の状態で職員の労働条件の悪化や来庁者の印象を悪く
している。正面玄関入口は雨漏りが発生している。修繕を適切に行い、長
寿命化工事を実施して、八郷総合支所機能の充実を図るよう求める。

陳 情 趣 旨

　　　　　　執行部から現状の説明受け、「当陳情においては、全ての部
分において網羅されている」などの意見が出されました。
委員会の意見

●石岡市における相続財産を相続放棄してしまい管理されなく放置さ
　れた空家、空き地に係る対策を求める陳情【不採択】
　　　　　　「市長の職務権限で空家バンクに登録し、県外・市外から当
市に移住したい方に優先的に土地、家屋を斡旋する」「管理できない家屋・
土地の売却を不動産会社へ相談するよう指導」「相続土地国庫返納制度の
手続きがあることを指導」「空家等解体費用補助金交付額を増額する」と
いった対応を行い、安全・良質で安心できる居住環境の実現に向けて、様々
な施策を講じるよう求める。

陳 情 趣 旨

　　　　　　「陳情者の願意は一定程度理解できるところではある
が、この陳情内容全体を見たときに、実現が困難な対策も含まれて
いると思う」などの意見が出されました。

委員会の意見

■全会一致で可決
第1回臨時会

専決処分の承認
（令和7年度石岡市一般会計補正予算（第6号））

議案の審議結果

令和7年度石岡市一般会計補正予算（第7号）

第1回定例会
令和8年度石岡市駐車場特別会計予算

令和8年度石岡市霊園事業特別会計予算

令和8年度石岡市介護サービス事業特別会計予算

令和8年度石岡市水道事業会計予算

令和8年度石岡市公共下水道事業会計予算

令和8年度石岡市農業集落排水事業会計予算

令和7年度石岡市一般会計補正予算（第8号）
修正部分を除く部分

令和7年度石岡市国民健康保険特別会計補正予算（第3号）

令和7年度石岡市駐車場特別会計補正予算（第1号）

令和7年度石岡市霊園事業特別会計補正予算（第1号）

令和7年度石岡市介護保険特別会計補正予算（第3号）

令和7年度石岡市介護サービス事業特別会計補正予算（第2号）

令和7年度石岡市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号)

令和7年度石岡市水道事業会計補正予算（第3号）

令和7年度石岡市公共下水道事業会計補正予算（第3号）

令和7年度石岡市農業集落排水事業会計補正予算（第3号）

予
　算

予
　算

第1回定例会

令和7年度石岡市一般会計補正予算（第9号）

石岡市行政手続条例の一部改正

石岡市印鑑条例の一部改正

石岡市犯罪被害者等支援条例の制定

石岡市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する
条例及び石岡市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関
する条例の一部改正

石岡市行政財産の使用料徴収条例の一部改正

石岡市基金条例の一部改正

石岡市医療福祉費支給に関する条例の一部改正

財産の取得（追認）
(H28（仮称）こども図書館建物賃貸借（中央図書館）
（債務負担行為））

石岡市火災予防条例の一部改正

石岡市職員の勤務時間，休暇等に関する条例及び石岡市職
員の育児休業等に関する条例の一部改正

石岡市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に
関する条例の一部改正（学校医等の報酬増額）

石岡市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に
関する条例の一部改正（保育所嘱託医等の報酬増額）

石岡市職員の給与に関する条例及び石岡市会計年度任用職員
の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正

石岡市職員の旅費に関する条例の全部改正

石岡市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定め
る条例の制定

条
　例

条
　例

財産の取得（追認）
(令和2年度住民情報系システム機器借上【債務負担行為】）

財産の取得（追認）
（令和2年度 行政情報系・LGWANネットワーク機器借上
【債務負担行為】）

財産の取得（追認）
(令和3年度 シンクライアント端末機器借上【債務負担行為】）
財産の取得（追認）
(令和3年度未来いしおか商品券）

財産の取得（追認）
（令和3年度ハイブリッドシンクライアントシステム機器
借上【債務負担行為】）

財産の取得（追認）
（令和4年度 石岡市燃やすごみ専用袋購入）

財産の取得（追認）
(シンクライアント端末機器借上【債務負担行為】）

そ
の
他

令和7年度石岡市一般会計補正予算（第8号）修正案
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■賛成なしで不採択
第１回定例会

石岡市内高等学校に各種選挙時の期日前投票所の設置を求
める陳情

■全会一致で可決
第１回定例会

複合文化施設基本設計委託契約の延期を求める決議案

令和8年度石岡市一般会計予算

令和8年度石岡市国民健康保険特別会計予算

令和8年度石岡市介護保険特別会計予算
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財産の取得（追認）
（グループウェアシステム借上【債務負担行為】）

財産の取得（追認）
（令和5年度 石岡市燃やすごみ専用袋購入）

財産の取得（追認）
（庁舎ネットワーク機器借上【債務負担行為】）

財産の取得（追認）
（令和6年度 小中学校校務用パソコン機器借上（債務負担
行為））

財産の取得（追認）
（令和6年度 石岡市燃やすごみ専用袋購入）

財産の取得（追認）
（インターネット接続系ネットワーク機器借上【債務負担
行為】）

そ
の
他

第１回定例会

財産の取得（追認）
（令和7年度行政情報系・LGWANネットワーク機器借上
【債務負担行為】）

財産の取得（追認）
（令和7年度庁舎ネットワーク更新・保守委託【債務負担行為】）
財産の取得（追認）
（令和7年度 石岡市燃やすごみ専用袋購入）
和解について（公用車の物損事故に係るもの）
「石岡市の特定の事務を取り扱う郵便局の指定について」
の一部変更

執行部が議会に対し責任感と緊張感をもって臨むことを
求める決議

財産の取得（追認）
（令和7年度シンクライアント端末機器借上【債務負担行為】）

そ
の
他

議員名

案件名

■賛否が分かれたもの（賛成多数で可決） ※「○」は賛成、「●」は反対、「－」は退席等
※議長は、採決に加わりません。

○

○

○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

石岡市国民健康保険税条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

第
１
回
定
例
会

議員名

案件名
「最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援策の拡充を
求める意見書」採択の請願（紹介議員：小松豊正） ●
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■賛否が分かれたもの（賛成少数で不採択）

第
１
回
定
例
会

第
１
回

臨
時
会

陳
情

第１回定例会
八郷総合支所の庁舎の経年劣化による修繕個所の速やかな
修繕及び長寿命化工事の実施による八郷総合支所機能の充
実を図ることを求める陳情

陳
情

いしおか市議会だより　第99号
令和8年6月1日　発行

いしおか市議会だより　第99号
令和8年6月1日　発行

　いしおか市議会だより第９８号におきまして、掲載している内容に次のとおり誤りがございました。訂正してお
わびを申し上げます。

[おわびと訂正]

・６ページ　ギカイの視点
財産　「やさと温泉ゆりの郷」魅力向上及び周辺の観光の活性化に向けて
【財産の無償貸付】
【誤】無償譲渡する財産（土地）【正】無償貸付する財産（土地）

《会議の欠席状況》 なし

代表質問
[3月2日]

質問会派（人数）

紫峰会（7名）
しほうかい

所属議員（◎は会派代表者） 質問者 質問項目 頁

市長に聞く！ 　市政に関する調査研究などの議会活動を共同で行う
「会派」を代表する議員が、市長の所信表明の内容を直
接問いただす代表質問。
　所属議員３人以上の会派が質問することができます。

◎岡野孝男、関口忠男、村上泰道、
谷田川泰、中根淳一、富田雅史、鈴木将史 富田雅史

11

12

令和8年度市政運営に関す
る所信と施策概要

石翔会（3名）
せきしょうかい ◎川井幸一、櫻井茂、新田茜 川井幸一 令和8年度市政運営に関す

る所信と施策概要

知新会（3名）
ちしんかい ◎池田正文、勝村孝行、飯村一夫 池田正文 令和8年度市政運営に関す

る所信と施策概要（案）

至誠会（3名）
しせいかい ◎山本進、鈴木行雄、髙野要 山本進 令和8年度市政運営に関す

る所信と施策概要

自民・公明クラブ（3名）
じみん こうめい ◎菱沼和幸、玉造由美、岡野孝雄 菱沼和幸 令和8年度市政運営に関す

る所信と施策概要
（注）会派及び所属議員の構成は、代表質問実施（令和8年3月2日）時点のものです。
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ら
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。
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道
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れ
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、
手
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岡
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思
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ま
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収
入
の
減
少

か
ら
、
経
営
環
境
は
厳
し

さ
を
増
し
継
続
的
な
経
営

健
全
化
の
取
組
が
求
め
ら
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。
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を
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ま
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。

議員
提出

令和8年度石岡市後期高齢者医療特別会計予算

石岡市における相続財産を相続放棄してしまい管理され
なく放置された空家、空き地に係る対策を求める陳情
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■賛成なしで不採択
第１回定例会

石岡市内高等学校に各種選挙時の期日前投票所の設置を求
める陳情

■全会一致で可決
第１回定例会

複合文化施設基本設計委託契約の延期を求める決議案

令和8年度石岡市一般会計予算

令和8年度石岡市国民健康保険特別会計予算

令和8年度石岡市介護保険特別会計予算
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財産の取得（追認）
（グループウェアシステム借上【債務負担行為】）

財産の取得（追認）
（令和5年度 石岡市燃やすごみ専用袋購入）

財産の取得（追認）
（庁舎ネットワーク機器借上【債務負担行為】）

財産の取得（追認）
（令和6年度 小中学校校務用パソコン機器借上（債務負担
行為））

財産の取得（追認）
（令和6年度 石岡市燃やすごみ専用袋購入）

財産の取得（追認）
（インターネット接続系ネットワーク機器借上【債務負担
行為】）

そ
の
他

第１回定例会

財産の取得（追認）
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財産の取得（追認）
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財産の取得（追認）
（令和7年度 石岡市燃やすごみ専用袋購入）
和解について（公用車の物損事故に係るもの）
「石岡市の特定の事務を取り扱う郵便局の指定について」
の一部変更

執行部が議会に対し責任感と緊張感をもって臨むことを
求める決議
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※議長は、採決に加わりません。

○

○

○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

石岡市国民健康保険税条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

第
１
回
定
例
会

議員名

案件名
「最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援策の拡充を
求める意見書」採択の請願（紹介議員：小松豊正） ●

富
田
　雅
史

中
根
　淳
一

鈴
木
　康
仁

飯
村
　一
夫

新
田
　
　茜

川
井
　幸
一

櫻
井
　
　茂

岡
野
　孝
雄

玉
造
　由
美

勝
村
　孝
行

谷
田
川
　泰

小
松
　豊
正

山
本
　
　進

関
口
　忠
男

池
田
　正
文

菱
沼
　和
幸

岡
野
　孝
男

髙
野
　
　要

鈴
木
　行
雄

鈴
木
　将
史

富
田
　雅
史

中
根
　淳
一

鈴
木
　康
仁

飯
村
　一
夫

新
田
　
　茜

川
井
　幸
一

櫻
井
　
　茂

岡
野
　孝
雄

玉
造
　由
美

勝
村
　孝
行

谷
田
川
　泰

小
松
　豊
正

山
本
　
　進

関
口
　忠
男

池
田
　正
文

菱
沼
　和
幸

岡
野
　孝
男

髙
野
　
　要

鈴
木
　行
雄

鈴
木
　将
史
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■賛否が分かれたもの（賛成少数で不採択）

第
１
回
定
例
会

第
１
回

臨
時
会

陳
情

第１回定例会
八郷総合支所の庁舎の経年劣化による修繕個所の速やかな
修繕及び長寿命化工事の実施による八郷総合支所機能の充
実を図ることを求める陳情

陳
情

いしおか市議会だより　第99号
令和8年6月1日　発行

いしおか市議会だより　第99号
令和8年6月1日　発行

　いしおか市議会だより第９８号におきまして、掲載している内容に次のとおり誤りがございました。訂正してお
わびを申し上げます。

[おわびと訂正]

・６ページ　ギカイの視点
財産　「やさと温泉ゆりの郷」魅力向上及び周辺の観光の活性化に向けて
【財産の無償貸付】
【誤】無償譲渡する財産（土地）【正】無償貸付する財産（土地）

《会議の欠席状況》 なし

代表質問
[3月2日]

質問会派（人数）

紫峰会（7名）
しほうかい

所属議員（◎は会派代表者） 質問者 質問項目 頁

市長に聞く！ 　市政に関する調査研究などの議会活動を共同で行う
「会派」を代表する議員が、市長の所信表明の内容を直
接問いただす代表質問。
　所属議員３人以上の会派が質問することができます。

◎岡野孝男、関口忠男、村上泰道、
谷田川泰、中根淳一、富田雅史、鈴木将史 富田雅史

11

12

令和8年度市政運営に関す
る所信と施策概要

石翔会（3名）
せきしょうかい ◎川井幸一、櫻井茂、新田茜 川井幸一 令和8年度市政運営に関す

る所信と施策概要

知新会（3名）
ちしんかい ◎池田正文、勝村孝行、飯村一夫 池田正文 令和8年度市政運営に関す

る所信と施策概要（案）

至誠会（3名）
しせいかい ◎山本進、鈴木行雄、髙野要 山本進 令和8年度市政運営に関す

る所信と施策概要

自民・公明クラブ（3名）
じみん こうめい ◎菱沼和幸、玉造由美、岡野孝雄 菱沼和幸 令和8年度市政運営に関す

る所信と施策概要
（注）会派及び所属議員の構成は、代表質問実施（令和8年3月2日）時点のものです。

老
朽
化
に
よ
る
給

水
停
止
や
水
位
低

下
に
よ
る
節
水
の
呼
び
か

け
が
続
い
て
い
ま
す
。
昼

夜
を
問
わ
ず
、
水
道
課
職

員
の
対
応
に
よ
り
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
維
持
さ
れ
て

い
る
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。

安
心
安
全
な
水
の
供
給
は
、

市
民
が
住
み
た
い
、
住
み

続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
の
基
盤
で
す
。
こ

の
水
道
事
業
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
考
え
な
の
か
伺

い
ま
す
。
非
常
に
重
要
な

市
民
生
活
に
お
い
て
早
急

に
解
決
し
て
い
た
だ
き
た

い
重
要
な
問
題
だ
と
思
い

ま
す
。

　
市
民
に
と
っ
て
の
優
先

順
位
を
行
政
の
進
め
る
優

先
順
位
に
す
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。
幅
広
い
薄
い
施

策
や
政
策
よ
り
も
、
市
民

の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
な
、
手
厚
い
施
策
や
事

業
が
、
今
後
、
石
岡
市
の

生
き
る
道
だ
と
思
い
ま
す
。

水
道
事
業
は
、
施

設
の
老
朽
化
に
伴

う
大
量
更
新
、
人
口
減
少

に
伴
う
料
金
収
入
の
減
少

か
ら
、
経
営
環
境
は
厳
し

さ
を
増
し
継
続
的
な
経
営

健
全
化
の
取
組
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
市
民
生
活
や
地

域
経
済
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担

い
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

安
定
的
に
継
続
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

異
常
気
象
で
極
端
な
大
雨

が
頻
発
、
雨
が
長
期
間
降

ら
な
い
二
極
化
が
進
み
、

渇
水
や
乾
燥
な
ど
、
取
水

施
設
の
様
々
な
リ
ス
ク
に

も
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
は
、
上
水
道
の
持

続
可
能
な
供
給
体
制
を
確

保
す
る
た
め
、
茨
城
県
企

業
局
を
統
合
先
と
す
る
水

道
事
業
の
経
営
の
一
体
化

に
向
け
、
水
道
の
広
域
連

携
の
取
組
を
進
め
た
い
と

考
え
ま
す
。

動　画

石翔会
せきしょうかい

市
民
の
要
望
に
応
え

る
手
厚
い
施
策
を

【
質
問
者
】川
井
　幸
一

問

答

令
和
８
年
度
は
、

総
合
計
画
に
基
づ

く
市
政
を
進
め
る
上
で
の

折
り
返
し
地
点
に
な
り
ま

す
。
よ
い
も
の
は
伸
ば
し
、

課
題
は
分
析
と
改
善
を
行

い
、
市
政
を
底
上
げ
し
、

選
ん
で
も
ら
え
る
ま
ち
を

目
指
し
、
共
に
協
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
特
色
あ
る
出
産
・
子
育

て
環
境
を
用
意
す
る
上

で
、
産
科
誘
致
と
セ
ッ
ト

で
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
な
ど
の

準
備
を
し
て
、
安
心
し
て

出
産
す
る
体
制
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
考
え
を
伺
い

ま
す
。

　
人
口
減
少
対
策
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
移
住
推

進
事
業
と
空
家
対
策
事
業

な
ど
、
事
業
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。
垣
根
を
越
え

連
携
す
る
こ
と
で
、
今
ま

で
以
上
の
効
果
を
上
げ
る

こ
と
も
可
能
と
思
い
ま

す
。
　
　
　

緊
急
対
応
用
の
ヘ

リ
ポ
ー
ト
の
設
置

は
、
関
係
法
令
上
設
置
が

可
能
か
、
ま
た
、
誘
致
先

医
療
法
人
の
意
向
も
確
認

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が

離
着
陸
可
能
な
場
所
は
、

茨
城
電
設
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク（
石
岡
運
動
公
園
）な
ど

複
数
箇
所
が
あ
り
ま
す

が
、
新
た
な
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、

ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
の

必
要
性
に
つ
い
て
、
誘
致

先
医
療
法
人
と
協
議
し
な

が
ら
検
討
し
ま
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ま
た

ぐ
取
組
は
、
大
変
効
果
的

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
移

住
推
進
事
業
の
中
で
空
き

家
活
用
講
座
に
参
加
し
た

方
を
中
心
に
空
き
家
活
用

の
た
め
の
Ｄ
Ｉ
Ｙ
講
座
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
今
後

も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ま
た

ぐ
連
携
し
た
事
業
に
つ
い

て
取
り
組
み
た
い
と
考
え

ま
す
。
　
　

動　画

紫峰会
しほうかい

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ま

た
い
だ
取
組
を

【
質
問
者
】富
田
　雅
史

問

答

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

議員
提出

令和8年度石岡市後期高齢者医療特別会計予算

石岡市における相続財産を相続放棄してしまい管理され
なく放置された空家、空き地に係る対策を求める陳情



代表質問一般質問

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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予
算
編
成
に
向
け

市
長
が
発
し
た
ビ

ル
ド
・
ア
ン
ド
・
ス
ク
ラ
ッ

プ
、
事
務
事
業
の
見
直
し

の
指
示
、
ど
う
い
う
方
向

で
見
直
し
の
指
示
を
し
た

の
か
伺
い
ま
す
。

　
施
政
方
針
、
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
選

定
に
当
た
り
市
長
は
ど
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
ほ
か
の
事
業
を
牽
引

し
、
そ
の
事
業
を
推
進
す

る
こ
と
で
ほ
か
の
事
業
も

一
層
円
滑
に
展
開
し
て
い

け
る
事
業
を
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
と

い
う
と
思
い
ま
す
。
新
し

い
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
向
け
作
成
方

針
を
一
新
し
、
ま
ず
市
長

が
自
分
の
考
え
を
明
ら
か

に
し
、
各
部
署
か
ら
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
と
呼
ぶ
に
ふ
さ

わ
し
い
事
業
を
出
す
よ
う

な
考
え
方
に
転
換
す
べ
き

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
　

健
全
財
政
維
持
の

た
め
の
事
務
事
業

等
の
見
直
し
を
全
庁
を
挙

げ
取
り
組
み
ま
す
。
令
和

８
年
度
当
初
予
算
編
成
過

程
で
明
ら
か
と
な
っ
た
課

題
点
を
踏
ま
え
、
必
要
な

対
策
を
講
じ
て
い
く
考
え

で
す
。
引
き
続
き
、
全
庁

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み

ま
す
。
私
も
そ
の
先
頭
に

立
っ
て
い
き
ま
す
。

　
市
の
課
題
や
市
民
か
ら

の
要
望
等
を
踏
ま
え
、
私

か
ら
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
、

担
当
部
局
か
ら
の
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
に
よ
り
提
案
が

あ
っ
た
も
の
で
す
が
、
最

終
的
に
は
財
政
担
当
で
の

査
定
を
踏
ま
え
、
優
先
順

位
を
つ
け
、
事
業
化
し
た

も
の
で
す
。
令
和
８
年
度

に
お
い
て
は
、
特
に
人
口

減
少
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

中
で
も
少
子
化
対
策
推
進

の
た
め
の
妊
娠
期
・
出
産

支
援
に
力
を
入
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。

動　画

知新会
ちしんかい

至誠会
しせいかい

今
必
要
な
の
は
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

【
質
問
者
】池
田
　正
文

問

答

石
岡
市
は
、
人
口

減
少
と
財
政
制
約

と
い
う
極
め
て
厳
し
い
局

面
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

そ
の
中
で
、
改
め
て
伺
い

ま
す
。
市
長
は
任
期
中
に
、

人
口
減
少
対
策
と
し
て
何

を
必
ず
実
現
す
る
の
か
。

ま
た
、
財
政
制
約
下
に
お

い
て
ど
の
政
策
を
優
先
し
、

ど
の
政
策
を
抑
制
す
る
の

か
。
市
政
運
営
の
優
先
順

位
と
成
果
責
任
を
、
市
長

ご
自
身
の
政
治
判
断
と
し

て
明
確
に
示
し
て
く
だ
さ

い
。

　
所
信
と
は
本
来
、
前
年

度
の
成
果
と
課
題
を
検
証

し
、
そ
の
上
に
次
の
政
策

を
積
み
重
ね
て
い
く
べ
き

と
考
え
ま
す
。
市
長
の
実

行
責
任
と
そ
の
過
程
を
議

会
と
し
て
厳
し
く
注
視
し
、

検
証
し
て
い
き
ま
す
。

人
件
費
や
物
件
費

の
上
昇
等
か
ら
、

当
市
の
財
政
は
よ
り
硬
直

化
が
進
み
、
厳
し
さ
は
年
々

増
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
で
も
、
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
人
口
減
少
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
口
減

少
対
策
を
優
先
し
て
実
施

し
ま
す
が
、
特
に
令
和
８
年

度
は
、
少
子
化
対
策
と
し

て
、
産
科
医
療
施
設
の
開
設

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

令
和
７
年
度
に
引
き
続
き

令
和
８
年
度
に
お
い
て
、
事

務
事
業
の
見
直
し
を
行
い

ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
事
業

の
縮
小
や
廃
止
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

事
業
に
つ
い
て
は
、
市
民
や

議
会
の
皆
様
に
丁
寧
な
説

明
に
努
め
ま
す
。
厳
し
い

状
況
の
中
で
す
が
、
当
市
の

発
展
の
た
め
に
全
力
で
取

り
組
み
ま
す
。

動　画

自民・公明
クラブ

じみん こうめい

政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
厳
し
く
問
う

【
質
問
者
】山
本
　
　進

問

答

「
す
べ
て
の
市
民

が
幸
せ
を
感
じ
ら

れ
る
社
会
、
特
に
子
ど
も

た
ち
が
石
岡
に
誇
り
を

も
っ
て
自
ら
の
未
来
に
夢

を
描
け
る
社
会
」の
実
現

の
た
め
に
は
、共
生
・
共
育
・

共
働
の
基
本
方
針
の
下
、

オ
ー
ル
石
岡
で
取
り
組
む

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
が
、

行
財
政
改
革
や
高
浜
駅
周

辺
の
整
備
事
業
を
含
め
、

市
長
と
し
て
10
年
後
、
20

年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
、
ま
た

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
構

想
を
伺
い
ま
す
。

　
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
で
あ

る
市
長
の
判
断
に
伴
っ

て
、
執
行
部
を
は
じ
め
市

の
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
、
ま
た
我
々
議
会
も
、

ま
た
市
民
も
、
本
当
に
石

岡
市
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
し
っ
か
り
見
据
え

て
、
そ
こ
に
進
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
、
当
市
の
未
来

は
な
い
と
私
は
思
い
ま

す
。
　
　
　

石
岡
市
総
合
計
画

基
本
構
想
を
策
定

し
、
当
市
が
10
年
後
に
目

指
す
将
来
像
を「
誰
も
が

輝
く
未
来
へ
　
共
に
創
る

石
岡
市
」と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
将
来
像
達
成
に
向

け
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
持
続
可
能
で
よ
り
よ
い

社
会
の
実
現
へ
の
取
組
を

様
々
な
主
体
が
共
有
し
、

誰
も
が
輝
く
未
来
を
つ
く

り
上
げ
る
石
岡
市
を
目
指

し
ま
す
。
ま
ず
は
令
和
８

年
度
に
、
高
浜
駅
周
辺
か

ら
広
域
的
に
一
体
性
の
あ

る
エ
リ
ア
整
備
の
方
向

性
、
将
来
像
の
青
写
真
を

描
き
ま
す
。
継
続
的
か
つ

安
定
的
に
施
策
を
打
つ
上

で
現
状
課
題
と
な
っ
て
い

る
の
が
、
現
在
の
財
政
の

硬
直
化
で
す
。
令
和
７
年

度
も
事
務
事
業
の
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
が
、
引
き

続
き
事
務
事
業
の
見
直
し

を
継
続
し
、
健
全
財
政
の

維
持
に
努
め
ま
す
。

動　画

オ
ー
ル
石
岡
で
未
来

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く

【
質
問
者
】菱
沼
　和
幸

問

答

　各議員が、市の行う事業の
内容を問いただしたり、政策
提案をしたりする一般質問。
　議員と市執行部との真剣
勝負が繰り広げられます。一般質問

[3月3日～3月5日]

市政を問う
！

質問者

川井　幸一

新田　　茜

鈴木　康仁

池田　正文

山本　　進

谷田川　泰

櫻井　　茂

頁質問項目
柿岡商店街の活性化
地域特性をいかした商店街づく
りと支援策の強化

14

15

16

17

八郷地区の小中一貫校の整備
整備内容と現在の進捗状況
石岡市における産科誘致
石岡市における持続可能な財政
運営に向けた事業の再設計

姉妹都市及び友好都市
都市計画の見直し
水道事業（八郷地区）
新たな工業団地の整備
早期完成と本市の経済力の強化
に向けた取組
市有財産の有効活用
未利用の土地や学校の現状と有
効活用の取組
放課後児童クラブの運営
基金の運用

プラスチックごみの再資源化事
業

質問者

岡野　孝男

玉造　由美

小松　豊正

飯村　一夫

髙野　　要

中根　淳一

鈴木　将史

頁質問項目
石岡市水道事業（八郷地区）
土砂等による土地の埋立て等
石岡市の水道事業

高齢者に対する補聴器助成制度
の運用
水道事業

複合文化施設（市民ホール）
街路樹及び道路標識等の道路附
属物の安全対策
常陸風土記の丘の更なる魅力向
上に向けて

重点支援地方交付金

合併特例債活用事業
上林・上曽線の整備

再生可能エネルギー導入の推進
と地域景観保護の両立

期日前投票

17

18

19

20

紙面の都合上、　　　　で色付けした項目のみ
掲載しています。
※スマホなどで、各議員のページに掲載してい
る二次元コードから、すべての質問の録画映像
をご覧いただけます。

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。



代表質問一般質問

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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予
算
編
成
に
向
け

市
長
が
発
し
た
ビ

ル
ド
・
ア
ン
ド
・
ス
ク
ラ
ッ

プ
、
事
務
事
業
の
見
直
し

の
指
示
、
ど
う
い
う
方
向

で
見
直
し
の
指
示
を
し
た

の
か
伺
い
ま
す
。

　
施
政
方
針
、
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
選

定
に
当
た
り
市
長
は
ど
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
ほ
か
の
事
業
を
牽
引

し
、
そ
の
事
業
を
推
進
す

る
こ
と
で
ほ
か
の
事
業
も

一
層
円
滑
に
展
開
し
て
い

け
る
事
業
を
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
と

い
う
と
思
い
ま
す
。
新
し

い
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
向
け
作
成
方

針
を
一
新
し
、
ま
ず
市
長

が
自
分
の
考
え
を
明
ら
か

に
し
、
各
部
署
か
ら
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
と
呼
ぶ
に
ふ
さ

わ
し
い
事
業
を
出
す
よ
う

な
考
え
方
に
転
換
す
べ
き

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
　

健
全
財
政
維
持
の

た
め
の
事
務
事
業

等
の
見
直
し
を
全
庁
を
挙

げ
取
り
組
み
ま
す
。
令
和

８
年
度
当
初
予
算
編
成
過

程
で
明
ら
か
と
な
っ
た
課

題
点
を
踏
ま
え
、
必
要
な

対
策
を
講
じ
て
い
く
考
え

で
す
。
引
き
続
き
、
全
庁

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み

ま
す
。
私
も
そ
の
先
頭
に

立
っ
て
い
き
ま
す
。

　
市
の
課
題
や
市
民
か
ら

の
要
望
等
を
踏
ま
え
、
私

か
ら
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
、

担
当
部
局
か
ら
の
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
に
よ
り
提
案
が

あ
っ
た
も
の
で
す
が
、
最

終
的
に
は
財
政
担
当
で
の

査
定
を
踏
ま
え
、
優
先
順

位
を
つ
け
、
事
業
化
し
た

も
の
で
す
。
令
和
８
年
度

に
お
い
て
は
、
特
に
人
口

減
少
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

中
で
も
少
子
化
対
策
推
進

の
た
め
の
妊
娠
期
・
出
産

支
援
に
力
を
入
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。

動　画

知新会
ちしんかい

至誠会
しせいかい

今
必
要
な
の
は
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

【
質
問
者
】池
田
　正
文

問

答

石
岡
市
は
、
人
口

減
少
と
財
政
制
約

と
い
う
極
め
て
厳
し
い
局

面
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

そ
の
中
で
、
改
め
て
伺
い

ま
す
。
市
長
は
任
期
中
に
、

人
口
減
少
対
策
と
し
て
何

を
必
ず
実
現
す
る
の
か
。

ま
た
、
財
政
制
約
下
に
お

い
て
ど
の
政
策
を
優
先
し
、

ど
の
政
策
を
抑
制
す
る
の

か
。
市
政
運
営
の
優
先
順

位
と
成
果
責
任
を
、
市
長

ご
自
身
の
政
治
判
断
と
し

て
明
確
に
示
し
て
く
だ
さ

い
。

　
所
信
と
は
本
来
、
前
年

度
の
成
果
と
課
題
を
検
証

し
、
そ
の
上
に
次
の
政
策

を
積
み
重
ね
て
い
く
べ
き

と
考
え
ま
す
。
市
長
の
実

行
責
任
と
そ
の
過
程
を
議

会
と
し
て
厳
し
く
注
視
し
、

検
証
し
て
い
き
ま
す
。

人
件
費
や
物
件
費

の
上
昇
等
か
ら
、

当
市
の
財
政
は
よ
り
硬
直

化
が
進
み
、
厳
し
さ
は
年
々

増
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
で
も
、
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
人
口
減
少
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
口
減

少
対
策
を
優
先
し
て
実
施

し
ま
す
が
、
特
に
令
和
８
年

度
は
、
少
子
化
対
策
と
し

て
、
産
科
医
療
施
設
の
開
設

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

令
和
７
年
度
に
引
き
続
き

令
和
８
年
度
に
お
い
て
、
事

務
事
業
の
見
直
し
を
行
い

ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
事
業

の
縮
小
や
廃
止
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

事
業
に
つ
い
て
は
、
市
民
や

議
会
の
皆
様
に
丁
寧
な
説

明
に
努
め
ま
す
。
厳
し
い

状
況
の
中
で
す
が
、
当
市
の

発
展
の
た
め
に
全
力
で
取

り
組
み
ま
す
。

動　画

自民・公明
クラブ

じみん こうめい

政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
厳
し
く
問
う

【
質
問
者
】山
本
　
　進

問

答

「
す
べ
て
の
市
民

が
幸
せ
を
感
じ
ら

れ
る
社
会
、
特
に
子
ど
も

た
ち
が
石
岡
に
誇
り
を

も
っ
て
自
ら
の
未
来
に
夢

を
描
け
る
社
会
」の
実
現

の
た
め
に
は
、共
生
・
共
育
・

共
働
の
基
本
方
針
の
下
、

オ
ー
ル
石
岡
で
取
り
組
む

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
が
、

行
財
政
改
革
や
高
浜
駅
周

辺
の
整
備
事
業
を
含
め
、

市
長
と
し
て
10
年
後
、
20

年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
、
ま
た

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
構

想
を
伺
い
ま
す
。

　
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
で
あ

る
市
長
の
判
断
に
伴
っ

て
、
執
行
部
を
は
じ
め
市

の
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
、
ま
た
我
々
議
会
も
、

ま
た
市
民
も
、
本
当
に
石

岡
市
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
し
っ
か
り
見
据
え

て
、
そ
こ
に
進
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
、
当
市
の
未
来

は
な
い
と
私
は
思
い
ま

す
。
　
　
　

石
岡
市
総
合
計
画

基
本
構
想
を
策
定

し
、
当
市
が
10
年
後
に
目

指
す
将
来
像
を「
誰
も
が

輝
く
未
来
へ
　
共
に
創
る

石
岡
市
」と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
将
来
像
達
成
に
向

け
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
持
続
可
能
で
よ
り
よ
い

社
会
の
実
現
へ
の
取
組
を

様
々
な
主
体
が
共
有
し
、

誰
も
が
輝
く
未
来
を
つ
く

り
上
げ
る
石
岡
市
を
目
指

し
ま
す
。
ま
ず
は
令
和
８

年
度
に
、
高
浜
駅
周
辺
か

ら
広
域
的
に
一
体
性
の
あ

る
エ
リ
ア
整
備
の
方
向

性
、
将
来
像
の
青
写
真
を

描
き
ま
す
。
継
続
的
か
つ

安
定
的
に
施
策
を
打
つ
上

で
現
状
課
題
と
な
っ
て
い

る
の
が
、
現
在
の
財
政
の

硬
直
化
で
す
。
令
和
７
年

度
も
事
務
事
業
の
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
が
、
引
き

続
き
事
務
事
業
の
見
直
し

を
継
続
し
、
健
全
財
政
の

維
持
に
努
め
ま
す
。

動　画

オ
ー
ル
石
岡
で
未
来

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く

【
質
問
者
】菱
沼
　和
幸

問

答

　各議員が、市の行う事業の
内容を問いただしたり、政策
提案をしたりする一般質問。
　議員と市執行部との真剣
勝負が繰り広げられます。一般質問

[3月3日～3月5日]

市政を問う
！

質問者

川井　幸一

新田　　茜

鈴木　康仁

池田　正文

山本　　進

谷田川　泰

櫻井　　茂

頁質問項目
柿岡商店街の活性化
地域特性をいかした商店街づく
りと支援策の強化

14

15

16

17

八郷地区の小中一貫校の整備
整備内容と現在の進捗状況
石岡市における産科誘致
石岡市における持続可能な財政
運営に向けた事業の再設計

姉妹都市及び友好都市
都市計画の見直し
水道事業（八郷地区）
新たな工業団地の整備
早期完成と本市の経済力の強化
に向けた取組
市有財産の有効活用
未利用の土地や学校の現状と有
効活用の取組
放課後児童クラブの運営
基金の運用

プラスチックごみの再資源化事
業

質問者

岡野　孝男

玉造　由美

小松　豊正

飯村　一夫

髙野　　要

中根　淳一

鈴木　将史

頁質問項目
石岡市水道事業（八郷地区）
土砂等による土地の埋立て等
石岡市の水道事業

高齢者に対する補聴器助成制度
の運用
水道事業

複合文化施設（市民ホール）
街路樹及び道路標識等の道路附
属物の安全対策
常陸風土記の丘の更なる魅力向
上に向けて

重点支援地方交付金

合併特例債活用事業
上林・上曽線の整備

再生可能エネルギー導入の推進
と地域景観保護の両立

期日前投票

17

18

19

20

紙面の都合上、　　　　で色付けした項目のみ
掲載しています。
※スマホなどで、各議員のページに掲載してい
る二次元コードから、すべての質問の録画映像
をご覧いただけます。

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。



一般質問一般質問

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

1415

近
年
、
石
岡
市
で

は
人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
が
進
行
す
る
一

方
、
市
街
地
の
空
洞
化
な
ど

都
市
構
造
の
変
化
が
顕
在

化
し
て
い
る
状
況
の
中
、
こ

れ
ま
で
の
都
市
計
画
制
度

が
、
現
在
及
び
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
の
実
態
に
対
応
で

き
て
い
る
の
か
、
改
め
て
検

証
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
人
口
動
態
や
土

地
利
用
の
現
状
を
踏
ま
え

た
用
途
地
域
の
見
直
し
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
課
題

の
認
識
を
持
ち
、
今
後
検
討

を
進
め
て
い
く
考
え
が
あ

る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
市
街
化
調
整
区
域
は
無

秩
序
な
市
街
化
を
抑
制
す

る
た
め
に
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
が
、
現
状
を

ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
地
域

の
実
績
に
応
じ
た
土
地
利

用
の
在
り
方
や
規
制
の
弾

力
的
な
運
用
に
つ
い
て
、
今

後
ど
の
よ
う
に
検
討
す
る

用
途
地
域
の
見
直

し
は
令
和
7
年
度
、

都
市
計
画
基
礎
調
査
を
行

い
、
３
月
末
に
結
果
が
報

告
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
結

果
や
立
地
適
正
化
計
画
と

の
整
合
性
、
他
市
町
村
の

事
例
な
ど
を
踏
ま
え
、
必

要
性
を
検
証
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

　
市
街
化
調
整
区
域
は
、

市
街
化
区
域
と
の
区
別
と

い
う
形
で
現
在
も
進
め
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
市

街
化
区
域
に
弾
力
的
に
人

を
呼
び
込
む
た
め
の
方
策

鈴木　康仁
すず き やすひと

人
口
減
の
抑
止
力
、
一
刻
も

早
く
都
市
計
画
の
見
直
し
を

動　画

問

答 の
か
伺
い
ま
す
。

　
都
市
計
画
か
ら
市
街
化

区
域
ま
で
見
直
さ
な
く
て

は
、
人
口
も
減
る
一
方
で
あ

り
、
産
科
だ
け
で
き
れ
ば
人

が
増
え
る
と
か
で
は
な
く
、

全
て
を
ト
ー
タ
ル
的
に
考

え
る
中
で
ど
う
い
っ
た
ま

ち
づ
く
り
を
必
要
と
考
え

て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

と
し
て
、
市
街
化
区
域
の

隣
接
区
域
を
中
心
に
12
地

区
で
区
域
指
定
制
度
を
設

け
、
都
市
計
画
法
の
許
可

が
取
れ
れ
ば
、
出
身
、
要

件
を
問
う
こ
と
な
く
住
宅

の
建
築
が
可
能
の
た
め
、

市
街
化
区
域
の
土
地
利
用

を
補
完
し
て
い
る
状
況
で

す
。
現
在
、
市
街
化
区
域

に
お
い
て
60
％
台
の
宅
地

率
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず

市
街
化
区
域
に
宅
地
を
呼

び
込
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
都
市
計
画
の
見
直
し
は

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
都
市
計
画
基
礎

調
査
を
基
に
分
析
し
、
中

心
市
街
地
を
含
め
勘
案
し

な
が
ら
、
都
市
計
画
を
検

討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
柿
岡
商

店
街
の
活
性
化
に

つ
い
て
、
幾
度
と
な
く
具

体
的
な
取
組
例
を
提
案
し

て
、
執
行
部
の
取
組
を
期

待
し
て
い
ま
し
た
が
、
従

前
ど
お
り
と
い
う
か
、
む

し
ろ
だ
ん
だ
ん
縮
小
し
て

い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。

　
観
光
と
商
店
街
、
地
域

の
特
産
物
を
融
合
さ
せ
た

柿
岡
地
区
な
ら
で
は
の
魅

力
あ
る
商
店
街
へ
の
取
組

に
つ
い
て
、
商
工
会
や
関

係
機
関
と
ど
の
よ
う
な
内

容
で
何
回
ぐ
ら
い
話
合
い

を
持
ち
、
現
在
ど
の
よ
う

な
状
況
に
あ
る
の
か
伺
い

ま
す
。

　
ま
た
、
以
前
提
案
し
て

き
た
、
石
岡
地
区
の
商
店

街
の
中
心
に
、
空
き
店
舗

を
活
用
し
た
ま
ち
か
ど
情

報
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
情

報
発
信
や
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
、休
憩
ス
ペ
ー
ス
、物
販
、

川井　幸一
かわ い こういち

柿
岡
商
店
街
の
活
性
化

　守

り
、
継
続
さ
せ
、
発
展
さ
せ

る
施
策
を

動　画

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
等
、

様
々
な
事
業
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
柿
岡
地
区
に

お
い
て
も
同
様
の
施
設
を
、

仮
称
ま
ち
の
駅
と
し
て
整

備
し
て
い
く
こ
と
も
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
伺
い

ま
す
。
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昨
年
、
誘
致
活
動

を
行
っ
て
き
た
医

療
法
人
と
前
向
き
な
検
討

を
行
え
る
こ
と
と
な
っ
た

と
の
報
告
が
議
会
に
な
さ

れ
ま
し
た
。
神
奈
川
県
藤

沢
市
を
拠
点
と
す
る
医
療

法
人
社
団
桐
杏
会
と
説
明

さ
れ
ま
し
た
が
、
実
績
と

選
定
し
た
経
緯
を
伺
い
ま

す
。

　
建
物
の
規
模
、
建
設
や

運
営
に
係
る
費
用
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
支

援
規
模
や
３
市
負
担
額
の

協
議
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
自
治
体
に
産
科
が
あ
る

こ
と
は
、
石
岡
市
の
よ
う

な
規
模
の
自
治
体
に
は
非

常
に
強
み
と
な
る
と
思
い

ま
す
。
県
内
44
市
町
村
中

24
自
治
体
が
産
科
ゼ
ロ

で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
今

も
誘
致
活
動
を
続
け
て
い

神
奈
川
県
に
13

件
、
埼
玉
県
に
１

件
展
開
す
る
、
産
婦
人
科

系
を
中
心
と
し
た
医
療
法

人
で
す
。
市
内
の
産
科
、

県
内
、
県
外
と
段
階
的
に

誘
致
活
動
を
拡
大
し
、
そ

の
中
で
実
現
可
能
性
の
あ

る
提
案
を
い
た
だ
き
、
協

議
を
始
め
ま
し
た
。

　
建
物
規
模
は
19
床
以
下

の
有
床
診
療
所
で
、
建
物

の
想
定
費
用
は
約
30
〜
40

億
円
程
度
、
運
営
費
用
は

年
間
10
〜
20
億
円
程
度
と

伺
っ
て
い
ま
す
。
開
設
支

援
に
３
億
円
、
運
営
支
援

に
１
億
円
の
10
年
間
程
度

を
め
ど
に
法
人
と
協
議
を

新田　茜
にっ た あかね

産
科
医
療
施
設
誘
致
の
進
捗

状
況
と
実
現
に
向
け
た
思
い

を
問
う

動　画

問

答 る
と
思
い
ま
す
。
実
現
す

れ
ば
、
全
国
の
自
治
体
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
る
の

で
、
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
市
長

の
産
科
誘
致
に
対
す
る
決

意
を
伺
い
ま
す
。

進
め
、
負
担
割
合
は
協
議

中
で
す
。

　
基
本
的
事
項
に
関
す
る

協
定
を
締
結
後
、
負
担
金

割
合
等
の
協
議
及
び
具
体

的
事
項
に
関
す
る
協
定
締

結
へ
の
協
議
を
進
め
、
令

和
10
年
度
中
の
開
設
を
目

標
と
し
ま
す
。

　
産
科
医
療
の
充
実
は
、

ま
ち
の
将
来
そ
の
も
の
を

支
え
る
基
盤
政
策
と
言

え
、
必
ず
実
現
さ
せ
る
と

の
強
い
決
意
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
特
に
重
要
な

の
は
産
後
ケ
ア
体
制
の
一

体
的
整
備
で
、
最
大
限
の

支
援
策
を
講
じ
、
安
心
し

て
出
産
・
子
育
て
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
全
力
で

取
り
組
み
ま
す
。

石
岡
市
は
、
令
和

８
年
度
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
事
業
と
し
て
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
に
向
け
た
取
組

の
一
つ
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
の
再
資
源
化
事
業
を

位
置
づ
け
、
予
算
を
計
上
し

て
い
ま
す
。
循
環
型
社
会

の
形
成
や
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
の
観
点
か
ら
、
そ
の
方

向
性
自
体
は
理
解
し
ま
す

が
、
制
度
選
択
、
広
域
処
理

と
の
関
係
、
委
託
体
制
、
製

品
化
と
い
っ
た
事
業
の
根

幹
部
分
が
、
市
民
に
十
分
に

示
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
持
続
可
能
な
資

源
循
環
施
策
と
す
る
た
め

に
は
、
制
度
的
・
実
務
的
な

設
計
を
明
確
に
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
霞
台
厚
生
施
設
組
合
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
サ
ー
マ

ル
リ
サ
イ
ク
ル
方
式
を
維

持
し
て
い
ま
す
。
当
市
の

み
が
資
源
化
を
進
め
た
場

合
、
施
設
の
運
転
計
画
等
に

当
市
に
お
い
て
取

組
を
始
め
た
こ
と

に
よ
る
霞
台
厚
生
施
設
組

合
へ
の
影
響
は
、
霞
台
厚

生
施
設
組
合
の
年
間
焼
却

量
と
比
較
し
て
ご
く
少
量

で
あ
り
、
当
面
は
施
設
全

体
の
運
転
計
画
に
影
響
を

及
ぼ
す
規
模
で
は
な
く
、

事
業
費
へ
の
影
響
も
少
な

い
と
考
え
ま
す
。
今
後
は
、

一
般
家
庭
か
ら
の
ご
み
の

排
出
量
な
ど
を
注
視
し
つ

つ
、
霞
台
厚
生
施
設
組
合

と
情
報
共
有
を
図
り
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
以
降
、
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
か
ら
プ
ラ

ン
タ
ー
を
製
作
し
市
民
に

還
元
す
る
こ
と
で
、
再
資

山本　 進
やまもと すすむ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
再
資

源
化
事
業
の
今
後
の
展
開
に

つ
い
て
問
う

動　画

問

答 影
響
は
生
じ
な
い
の
か
伺

い
ま
す
。

　
本
事
業
は
今
後
ど
の
よ

う
に
展
開
し
て
い
く
の
か

伺
い
ま
す
。

　
最
後
に
市
長
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

源
化
の
意
義
を
３
年
程
度

か
け
て
市
民
に
周
知
し
ま

す
。
分
別
収
集
が
定
着
し

た
ら
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
回
収
を
集
積
所
で
実
施

し
て
、
回
収
量
の
増
加
に

つ
な
げ
、
再
商
品
化
の
量

の
増
大
に
も
つ
な
げ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

再
資
源
化
は
、
当
市
初
の

取
組
と
な
り
ま
す
。
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
法
の

趣
旨
に
基
づ
き
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
再
利
用
を
促
進

し
、
地
域
に
お
け
る
循
環

型
社
会
の
構
築
を
目
指
し

た
い
と
考
え
ま
す
。
　
　

商
店
会
や
関
係
機

関
と
の
話
合
い
等

の
状
況
で
す
が
、
市
で
事

業
を
実
施
す
る
場
合
は
、

新
た
な
事
業
等
を
検
討
す

る
場
合
な
ど
に
つ
い
て

も
、
そ
の
都
度
商
店
会
等

と
協
議
検
討
を
行
い
、
ご

意
見
等
を
い
た
だ
き
、
連

携
協
力
を
図
り
な
が
ら
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン

タ
ー
同
様
の
施
設
を
仮
称

ま
ち
の
駅
と
し
て
柿
岡
商

店
街
の
空
き
店
舗
を
活
用

し
て
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
柿
岡
商
店
街
の
活
性

答

化
や
市
民
交
流
の
場
の
確

保
に
資
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
仮

称
ま
ち
の
駅
の
整
備
で
す

が
、
地
域
の
実
態
に
沿
っ

た
効
果
的
な
取
組
と
な
る

よ
う
、
柿
岡
商
店
街
の

方
々
の
求
め
る
ニ
ー
ズ
や

課
題
を
踏
ま
え
、
設
置
場

所
や
必
要
な
機
能
の
選

定
、
さ
ら
に
は
整
備
の
規

模
、
管
理
運
営
コ
ス
ト
、

運
営
主
体
な
ど
に
つ
い

て
、
八
郷
商
工
会
や
関
係

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
調

査
研
究
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。▲八郷地区の特産品は

　こちら▲環境省ＨＰ
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

1415

近
年
、
石
岡
市
で

は
人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
が
進
行
す
る
一

方
、
市
街
地
の
空
洞
化
な
ど

都
市
構
造
の
変
化
が
顕
在

化
し
て
い
る
状
況
の
中
、
こ

れ
ま
で
の
都
市
計
画
制
度

が
、
現
在
及
び
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
の
実
態
に
対
応
で

き
て
い
る
の
か
、
改
め
て
検

証
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
人
口
動
態
や
土

地
利
用
の
現
状
を
踏
ま
え

た
用
途
地
域
の
見
直
し
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
課
題

の
認
識
を
持
ち
、
今
後
検
討

を
進
め
て
い
く
考
え
が
あ

る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
市
街
化
調
整
区
域
は
無

秩
序
な
市
街
化
を
抑
制
す

る
た
め
に
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
が
、
現
状
を

ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
地
域

の
実
績
に
応
じ
た
土
地
利

用
の
在
り
方
や
規
制
の
弾

力
的
な
運
用
に
つ
い
て
、
今

後
ど
の
よ
う
に
検
討
す
る

用
途
地
域
の
見
直

し
は
令
和
7
年
度
、

都
市
計
画
基
礎
調
査
を
行

い
、
３
月
末
に
結
果
が
報

告
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
結

果
や
立
地
適
正
化
計
画
と

の
整
合
性
、
他
市
町
村
の

事
例
な
ど
を
踏
ま
え
、
必

要
性
を
検
証
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

　
市
街
化
調
整
区
域
は
、

市
街
化
区
域
と
の
区
別
と

い
う
形
で
現
在
も
進
め
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
市

街
化
区
域
に
弾
力
的
に
人

を
呼
び
込
む
た
め
の
方
策

鈴木　康仁
すず き やすひと

人
口
減
の
抑
止
力
、
一
刻
も

早
く
都
市
計
画
の
見
直
し
を

動　画

問

答 の
か
伺
い
ま
す
。

　
都
市
計
画
か
ら
市
街
化

区
域
ま
で
見
直
さ
な
く
て

は
、
人
口
も
減
る
一
方
で
あ

り
、
産
科
だ
け
で
き
れ
ば
人

が
増
え
る
と
か
で
は
な
く
、

全
て
を
ト
ー
タ
ル
的
に
考

え
る
中
で
ど
う
い
っ
た
ま

ち
づ
く
り
を
必
要
と
考
え

て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

と
し
て
、
市
街
化
区
域
の

隣
接
区
域
を
中
心
に
12
地

区
で
区
域
指
定
制
度
を
設

け
、
都
市
計
画
法
の
許
可

が
取
れ
れ
ば
、
出
身
、
要

件
を
問
う
こ
と
な
く
住
宅

の
建
築
が
可
能
の
た
め
、

市
街
化
区
域
の
土
地
利
用

を
補
完
し
て
い
る
状
況
で

す
。
現
在
、
市
街
化
区
域

に
お
い
て
60
％
台
の
宅
地

率
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず

市
街
化
区
域
に
宅
地
を
呼

び
込
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
都
市
計
画
の
見
直
し
は

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
都
市
計
画
基
礎

調
査
を
基
に
分
析
し
、
中

心
市
街
地
を
含
め
勘
案
し

な
が
ら
、
都
市
計
画
を
検

討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
柿
岡
商

店
街
の
活
性
化
に

つ
い
て
、
幾
度
と
な
く
具

体
的
な
取
組
例
を
提
案
し

て
、
執
行
部
の
取
組
を
期

待
し
て
い
ま
し
た
が
、
従

前
ど
お
り
と
い
う
か
、
む

し
ろ
だ
ん
だ
ん
縮
小
し
て

い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。

　
観
光
と
商
店
街
、
地
域

の
特
産
物
を
融
合
さ
せ
た

柿
岡
地
区
な
ら
で
は
の
魅

力
あ
る
商
店
街
へ
の
取
組

に
つ
い
て
、
商
工
会
や
関

係
機
関
と
ど
の
よ
う
な
内

容
で
何
回
ぐ
ら
い
話
合
い

を
持
ち
、
現
在
ど
の
よ
う

な
状
況
に
あ
る
の
か
伺
い

ま
す
。

　
ま
た
、
以
前
提
案
し
て

き
た
、
石
岡
地
区
の
商
店

街
の
中
心
に
、
空
き
店
舗

を
活
用
し
た
ま
ち
か
ど
情

報
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
情

報
発
信
や
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
、休
憩
ス
ペ
ー
ス
、物
販
、

川井　幸一
かわ い こういち

柿
岡
商
店
街
の
活
性
化

　守

り
、
継
続
さ
せ
、
発
展
さ
せ

る
施
策
を

動　画

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
等
、

様
々
な
事
業
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
柿
岡
地
区
に

お
い
て
も
同
様
の
施
設
を
、

仮
称
ま
ち
の
駅
と
し
て
整

備
し
て
い
く
こ
と
も
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
伺
い

ま
す
。
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昨
年
、
誘
致
活
動

を
行
っ
て
き
た
医

療
法
人
と
前
向
き
な
検
討

を
行
え
る
こ
と
と
な
っ
た

と
の
報
告
が
議
会
に
な
さ

れ
ま
し
た
。
神
奈
川
県
藤

沢
市
を
拠
点
と
す
る
医
療

法
人
社
団
桐
杏
会
と
説
明

さ
れ
ま
し
た
が
、
実
績
と

選
定
し
た
経
緯
を
伺
い
ま

す
。

　
建
物
の
規
模
、
建
設
や

運
営
に
係
る
費
用
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
支

援
規
模
や
３
市
負
担
額
の

協
議
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
自
治
体
に
産
科
が
あ
る

こ
と
は
、
石
岡
市
の
よ
う

な
規
模
の
自
治
体
に
は
非

常
に
強
み
と
な
る
と
思
い

ま
す
。
県
内
44
市
町
村
中

24
自
治
体
が
産
科
ゼ
ロ

で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
今

も
誘
致
活
動
を
続
け
て
い

神
奈
川
県
に
13

件
、
埼
玉
県
に
１

件
展
開
す
る
、
産
婦
人
科

系
を
中
心
と
し
た
医
療
法

人
で
す
。
市
内
の
産
科
、

県
内
、
県
外
と
段
階
的
に

誘
致
活
動
を
拡
大
し
、
そ

の
中
で
実
現
可
能
性
の
あ

る
提
案
を
い
た
だ
き
、
協

議
を
始
め
ま
し
た
。

　
建
物
規
模
は
19
床
以
下

の
有
床
診
療
所
で
、
建
物

の
想
定
費
用
は
約
30
〜
40

億
円
程
度
、
運
営
費
用
は

年
間
10
〜
20
億
円
程
度
と

伺
っ
て
い
ま
す
。
開
設
支

援
に
３
億
円
、
運
営
支
援

に
１
億
円
の
10
年
間
程
度

を
め
ど
に
法
人
と
協
議
を

新田　茜
にっ た あかね

産
科
医
療
施
設
誘
致
の
進
捗

状
況
と
実
現
に
向
け
た
思
い

を
問
う

動　画

問

答 る
と
思
い
ま
す
。
実
現
す

れ
ば
、
全
国
の
自
治
体
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
る
の

で
、
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
市
長

の
産
科
誘
致
に
対
す
る
決

意
を
伺
い
ま
す
。

進
め
、
負
担
割
合
は
協
議

中
で
す
。

　
基
本
的
事
項
に
関
す
る

協
定
を
締
結
後
、
負
担
金

割
合
等
の
協
議
及
び
具
体

的
事
項
に
関
す
る
協
定
締

結
へ
の
協
議
を
進
め
、
令

和
10
年
度
中
の
開
設
を
目

標
と
し
ま
す
。

　
産
科
医
療
の
充
実
は
、

ま
ち
の
将
来
そ
の
も
の
を

支
え
る
基
盤
政
策
と
言

え
、
必
ず
実
現
さ
せ
る
と

の
強
い
決
意
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
特
に
重
要
な

の
は
産
後
ケ
ア
体
制
の
一

体
的
整
備
で
、
最
大
限
の

支
援
策
を
講
じ
、
安
心
し

て
出
産
・
子
育
て
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
全
力
で

取
り
組
み
ま
す
。

石
岡
市
は
、
令
和

８
年
度
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
事
業
と
し
て
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
に
向
け
た
取
組

の
一
つ
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
の
再
資
源
化
事
業
を

位
置
づ
け
、
予
算
を
計
上
し

て
い
ま
す
。
循
環
型
社
会

の
形
成
や
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
の
観
点
か
ら
、
そ
の
方

向
性
自
体
は
理
解
し
ま
す

が
、
制
度
選
択
、
広
域
処
理

と
の
関
係
、
委
託
体
制
、
製

品
化
と
い
っ
た
事
業
の
根

幹
部
分
が
、
市
民
に
十
分
に

示
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
持
続
可
能
な
資

源
循
環
施
策
と
す
る
た
め

に
は
、
制
度
的
・
実
務
的
な

設
計
を
明
確
に
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
霞
台
厚
生
施
設
組
合
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
サ
ー
マ

ル
リ
サ
イ
ク
ル
方
式
を
維

持
し
て
い
ま
す
。
当
市
の

み
が
資
源
化
を
進
め
た
場

合
、
施
設
の
運
転
計
画
等
に

当
市
に
お
い
て
取

組
を
始
め
た
こ
と

に
よ
る
霞
台
厚
生
施
設
組

合
へ
の
影
響
は
、
霞
台
厚

生
施
設
組
合
の
年
間
焼
却

量
と
比
較
し
て
ご
く
少
量

で
あ
り
、
当
面
は
施
設
全

体
の
運
転
計
画
に
影
響
を

及
ぼ
す
規
模
で
は
な
く
、

事
業
費
へ
の
影
響
も
少
な

い
と
考
え
ま
す
。
今
後
は
、

一
般
家
庭
か
ら
の
ご
み
の

排
出
量
な
ど
を
注
視
し
つ

つ
、
霞
台
厚
生
施
設
組
合

と
情
報
共
有
を
図
り
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
以
降
、
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
か
ら
プ
ラ

ン
タ
ー
を
製
作
し
市
民
に

還
元
す
る
こ
と
で
、
再
資

山本　 進
やまもと すすむ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
再
資

源
化
事
業
の
今
後
の
展
開
に

つ
い
て
問
う

動　画

問

答 影
響
は
生
じ
な
い
の
か
伺

い
ま
す
。

　
本
事
業
は
今
後
ど
の
よ

う
に
展
開
し
て
い
く
の
か

伺
い
ま
す
。

　
最
後
に
市
長
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

源
化
の
意
義
を
３
年
程
度

か
け
て
市
民
に
周
知
し
ま

す
。
分
別
収
集
が
定
着
し

た
ら
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
回
収
を
集
積
所
で
実
施

し
て
、
回
収
量
の
増
加
に

つ
な
げ
、
再
商
品
化
の
量

の
増
大
に
も
つ
な
げ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

再
資
源
化
は
、
当
市
初
の

取
組
と
な
り
ま
す
。
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
法
の

趣
旨
に
基
づ
き
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
再
利
用
を
促
進

し
、
地
域
に
お
け
る
循
環

型
社
会
の
構
築
を
目
指
し

た
い
と
考
え
ま
す
。
　
　

商
店
会
や
関
係
機

関
と
の
話
合
い
等

の
状
況
で
す
が
、
市
で
事

業
を
実
施
す
る
場
合
は
、

新
た
な
事
業
等
を
検
討
す

る
場
合
な
ど
に
つ
い
て

も
、
そ
の
都
度
商
店
会
等

と
協
議
検
討
を
行
い
、
ご

意
見
等
を
い
た
だ
き
、
連

携
協
力
を
図
り
な
が
ら
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン

タ
ー
同
様
の
施
設
を
仮
称

ま
ち
の
駅
と
し
て
柿
岡
商

店
街
の
空
き
店
舗
を
活
用

し
て
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
柿
岡
商
店
街
の
活
性

答

化
や
市
民
交
流
の
場
の
確

保
に
資
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
仮

称
ま
ち
の
駅
の
整
備
で
す

が
、
地
域
の
実
態
に
沿
っ

た
効
果
的
な
取
組
と
な
る

よ
う
、
柿
岡
商
店
街
の

方
々
の
求
め
る
ニ
ー
ズ
や

課
題
を
踏
ま
え
、
設
置
場

所
や
必
要
な
機
能
の
選

定
、
さ
ら
に
は
整
備
の
規

模
、
管
理
運
営
コ
ス
ト
、

運
営
主
体
な
ど
に
つ
い

て
、
八
郷
商
工
会
や
関
係

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
調

査
研
究
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。▲八郷地区の特産品は

　こちら▲環境省ＨＰ
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新
し
い
工
業
団
地

の
整
備
は
、
様
々

な
場
面
で
機
会
を
捉
え
、

早
期
整
備
を
強
く
求
め
て

き
ま
し
た
。
企
業
進
出
に

よ
り
働
く
場
が
確
保
さ

れ
、
人
口
の
流
出
の
歯
止

め
が
か
か
り
、
移
住
・
定

住
施
策
と
の
併
合
で
若
い

世
代
の
呼
び
込
み
が
可
能

と
な
り
、
多
く
の
自
主
財

源
確
保
も
想
定
さ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
早
期

整
備
に
よ
り
石
岡
市
の
経

済
状
況
は
す
ば
ら
し
く
強

化
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で

き
ま
す
。
執
行
部
で
は
、

新
た
な
工
業
団
地
整
備
に

向
け
た
取
組
が
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
全
体

の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

年
度
ご
と
の
整
備
内
容
、

新
た
な
工
業
団
地
の
整
備

面
積
、
整
備
に
伴
う
全
体

予
算
を
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
整
備
に
伴
い
、

都
市
計
画
法
上
、
地
区
計

正
上
内
地
区
内
で

進
め
て
い
る
地
区

計
画
策
定
は
、
令
和
６
年

度
か
ら
開
始
し
、
想
定
エ

リ
ア
約
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

う
ち
約
７
・
６
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
第
１
期
地
区
と
し
て

整
備
予
定
で
、
関
係
機
関

協
議
や
都
市
計
画
審
議
会

で
審
議
を
お
願
い
す
る
と

こ
ろ
で
す
。
令
和
８
年
度

か
ら
区
域
内
の
道
路
、
排

水
路
の
設
計
、
令
和
９
年

度
か
ら
用
地
測
量
、
補
償

調
査
、
10
年
度
か
ら
用
地

買
収
工
事
と
進
め
る
予
定

で
す
。
企
業
の
立
地
部
分

は
民
間
開
発
の
予
定
で
す

が
、
地
区
計
画
策
定
は
事

谷田川　泰
や た がわ やすし

新
た
な
工
業
団
地
整
備
に
向

け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
地
区

計
画
策
定
の
進
捗
状
況
は

動　画

問

答 画
の
策
定
が
必
要
で
す
。

策
定
業
務
の
現
況
、
地
区

計
画
の
内
容
を
伺
い
ま

す
。

　
ま
た
、
地
元
説
明
会
等

で
の
地
域
の
方
々
等
の
反

応
を
伺
い
ま
す
。

業
実
施
の
確
実
性
が
求
め

ら
れ
、
道
路
や
排
水
路
の

整
備
は
、
市
が
進
め
る
こ

と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

全
体
予
算
の
見
込
み
は
、

今
後
の
設
計
等
に
よ
り
、

工
事
に
必
要
な
規
模
を
精

査
し
ま
す
。

　
本
計
画
は
工
業
系
の
用

地
活
用
を
想
定
し
、
住
宅

や
５
０
０
平
米
以
上
の
店

舗
等
の
制
限
、
壁
面
の
位

置
や
高
さ
等
の
制
限
を
行

う
予
定
で
す
。
地
権
者
へ

の
意
向
調
査
と
説
明
会
を

各
２
回
開
催
、
昨
年
10
月

に
は
住
民
説
明
会
を
開
催

し
、
お
お
む
ね
前
向
き
な

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

八
郷
地
区
の
水
道

は
連
日
の
よ
う
に

節
水
の
呼
び
か
け
が
な
さ

れ
、
安
全
安
心
な
水
を
安

定
的
に
供
給
で
き
ず
、
改

善
せ
ず
放
置
す
る
こ
と

は
、
行
政
の
怠
慢
で
す
。

水
道
の
３
原
則
で
あ
る
清

浄
・
豊
富
・
低
廉
、
こ
れ
は

安
全
で
十
分
な
量
の
水
を

安
価
に
安
定
供
給
し
、
公

衆
衛
生
向
上
と
生
活
環
境

改
善
を
図
る
も
の
で
、
命

の
根
源
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

八
郷
地
区
の
水
道
事
業
の

成
り
立
ち
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
八
郷
は
山
間
地
が
多
い

上
に
給
水
域
が
広
い
、
地

理
的
な
要
因
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
管
路
の
マ
ッ

ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
や
管
路

図
等
は
、
ど
の
よ
う
に
把

握
を
し
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

　
最
後
に
、
水
道
事
業
の

八
郷
地
区
の
水
道

事
業
は
、
昭
和
58

年
度
に
簡
易
水
道
事
業
の

管
理
運
営
に
関
す
る
諸
問

題
解
決
の
た
め
、
上
水
道

へ
の
移
行
が
調
査
・
検
討

さ
れ
、
10
か
所
に
統
廃
合

さ
れ
た
簡
易
水
道
事
業
を

再
統
合
し
、
上
水
道
事
業

へ
移
行
し
ま
し
た
。
以
降
、

二
度
の
事
業
変
更
を
行
い
、

給
水
人
口
及
び
給
水
量
の

増
加
に
伴
う
、
第
１
回
拡

張
の
認
可
を
平
成
12
年
に

受
け
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
管
路
図
に
つ
い
て
、
備

付
け
は
あ
り
ま
す
が
、
民

地
管
も
あ
る
た
め
、
管
理

が
大
変
難
し
い
状
況
で
す
。

漏
水
箇
所
が
あ
っ
た
場
合

に
は
確
認
を
し
、
民
地
管

池田　正文
いけ だ まさふみ

課
題
山
積
の
水
道
事
業
の
今

後
の
対
応
策
は

動　画

問

答 課
題
と
今
後
の
対
応
策
を

伺
い
ま
す
。
水
道
事
業
の

課
題
は
山
積
し
、
対
応
も

多
く
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
伺
い
ま
す
。
　

の
場
合
は
公
道
上
に
切
り

回
す
形
で
、
管
路
図
の
修

正
等
を
行
い
つ
つ
、
把
握

し
て
い
ま
す
。

　
法
定
耐
用
年
数
40
年
を

経
過
す
る
管
路
が
、
令
和

６
年
度
末
時
点
で
布
設
総

延
長
の
38
・
５
％
の
15
万

３
２
９
９
メ
ー
ト
ル
あ
り
、

更
新
工
事
を
早
急
に
進
め

る
こ
と
が
非
常
に
重
要
と

考
え
ま
す
。
社
会
資
本
総

合
整
備
の
防
災
・
安
全
交

付
金
と
い
っ
た
国
の
交
付

金
を
有
効
活
用
し
、
令
和

10
年
４
月
の
茨
城
県
に
お

け
る
水
道
事
業
の
経
営
の

一
体
化
に
向
け
、
老
朽
管

更
新
工
事
を
さ
ら
に
進
め

ま
す
。
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石
岡
市
に
は
、
令

和
６
年
度
決
算
書

ベ
ー
ス
で
29
の
基
金
が
あ

り
ま
す
。
基
金
に
つ
い
て

は
安
全
性
を
優
先
す
る
た

め
、
基
金
単
位
で
何
本
に

も
振
り
分
け
て
定
期
預
金

と
し
、
長
く
続
い
て
き
た

日
本
の
低
金
利
の
中
に
あ

っ
て
は
、
僅
か
な
利
子
収

入
に
甘
ん
じ
て
き
て
い
ま

す
。
国
東
市
で
は
、
２
０

２
０
年
度
か
ら
２
０
２
２

年
度
の
運
用
利
回
り
は
、

歳
計
現
金
で
０
・
６
５

２
％
、
基
金
は
０
・
９
６

２
％
で
す
。
こ
の
時
期
の

定
期
預
金
金
利
は
０
・
０

０
９
２
％
の
よ
う
で
し
た
。

国
東
市
の
基
金
運
用
利
回

り
の
１
０
０
分
の
１
で
す
。

　
こ
の
議
場
内
に
い
る
方

々
の
中
で
金
融
の
知
識
が

最
も
豊
か
な
の
は
、
多
分

市
長
じ
ゃ
な
い
か
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
点
を
踏
ま
え
て
、
基
金

昨
今
の
市
政
運
営

を
取
り
巻
く
経
済

状
況
を
鑑
み
る
と
、
物
価

高
対
策
や
小
学
校
の
統
合

を
は
じ
め
と
し
た
大
型
公

共
事
業
な
ど
、
多
額
の
費

用
が
見
込
ま
れ
る
事
業
が

多
く
予
定
さ
れ
て
お
り
、

必
要
な
財
源
の
一
つ
と
し

て
、
基
金
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
基
金
の
設
置
目
的
に

岡野　孝男
おか の たか お

歳
入
確
保
の
た
め
、
基
金
の

効
果
的
な
運
用
を

動　画

問

答 の
一
括
運
用
、
債
券
運
用

に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

　
自
由
に
使
え
る
お
金
が

な
い
ん
だ
と
嘆
く
ば
か
り

で
は
な
く
、
ど
う
や
っ
て

果
実
を
勝
ち
取
る
か
は
、

市
長
の
判
断
次
第
だ
と
思

い
ま
す
。
ほ
か
の
自
治
体

は
１
０
０
倍
の
運
用
利
益

を
上
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
考
え
れ
ば
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
価
値
は
十
分
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

合
わ
せ
て
、
必
要
な
と
き

に
必
要
な
金
額
を
準
備
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
基
金

の
活
用
で
す
が
、
今
、
非
常

に
金
利
上
昇
局
面
で
す
。

そ
う
い
っ
た
中
で
、
基
金

の
一
括
運
用
や
債
券
運
用

な
ど
、
安
全
性
を
確
保
し

つ
つ
も
有
利
な
方
法
で
運

用
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現

在
の
経
済
情
勢
や
金
利
の

動
向
な
ど
を
見
極
め
な
が

ら
有
利
な
資
金
運
用
を
行

う
こ
と
は
、
市
の
健
全
財

政
に
寄
与
す
る
大
切
な
事

項
で
す
の
で
、
適
時
適
切

に
資
金
管
理
方
針
な
ど
も

見
直
す
な
ど
、
判
断
を
す

る
よ
う
指
示
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。
　
　

30
年
に
一
度
の
渇

水
だ
と
言
わ
れ
て

い
る
こ
の
頃
で
す
が
、
防

災
行
政
無
線
に
て
節
水
の

お
願
い
が
毎
日
午
後
７
時

過
ぎ
に
放
送
さ
れ
て
い
ま

す
。
水
不
足
が
心
配
さ
れ

る
が
、
現
状
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
令
和
８
年
も
長
期
予
報

に
よ
る
と
猛
暑
で
あ
る
。

30
年
に
一
度
が
毎
年
起
き

る
こ
と
も
な
く
は
な
い
。

節
水
の
先
に
は
給
水
制
限

や
計
画
断
水
と
い
う
こ
と

も
起
き
か
ね
な
い
。
そ
う

な
ら
な
い
た
め
の
対
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
は
、
水
を
売

り
、
使
用
料
を
徴
収
し
、

事
業
の
円
滑
化
を
図
る
。

そ
の
水
を
節
水
の
お
願
い

で
十
分
に
売
る
こ
と
が
で

き
な
け
れ
ば
、
事
業
が
円

滑
に
進
ま
ず
、
市
民
の
日

常
生
活
に
も
影
響
し
、
水

道
事
業
が
機
能
し
な
く
な

猛
暑
等
の
影
響
に

よ
り
水
位
が
約
30

セ
ン
チ
ま
で
下
が
り
、
そ

の
後
回
復
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
１
月
か
ら
水
位
が
再

び
低
下
し
、
令
和
８
年
２

月
18
日
時
点
で
０
・
８
８

メ
ー
ト
ル
で
し
た
。
昨
年

11
月
中
旬
か
ら
降
水
量
の

少
な
い
状
態
が
続
き
、
井

戸
の
取
水
量
減
、
小
規
模

漏
水
の
散
在
、
寒
波
の
影

響
に
よ
る
宅
内
漏
水
な
ど

様
々
な
要
因
が
重
な
っ
て

い
る
と
考
え
ま
す
。

　
対
策
と
し
て
、
配
水
量

が
急
増
し
た
エ
リ
ア
の
漏

水
調
査
を
行
い
、
特
定
で

き
た
場
合
に
は
速
や
か
な

修
繕
工
事
が
重
要
と
考
え

ま
す
。
自
宅
敷
地
内
で
の

漏
水
発
見
及
び
修
理
依
頼

等
に
つ
い
て
も
、
防
災
ラ

櫻井　茂
さくらい しげる

八
郷
地
区
に
お
け
る
水
道

事
業
の
安
定
化
の
た
め
、

現
状
と
今
後
の
対
応
は

動　画

問

答

ジ
オ
で
知
ら
せ
る
と
と
も

に
、
漏
水
修
理
工
事
の
協

力
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

　
人
口
減
少
社
会
に
伴
う

料
金
収
入
の
減
少
、
老
朽

化
施
設
の
更
新
等
に
よ
る

支
出
増
加
な
ど
、
経
営
環

境
が
急
速
に
厳
し
さ
を
増

し
、
市
町
村
単
独
で
の
取

組
に
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
持
続
可
能
な
供
給
体

制
確
保
の
た
め
、
水
道
の

広
域
化
が
推
進
さ
れ
て
い

ま
す
。
水
道
施
設
全
体
の

最
適
化
に
よ
る
費
用
削

減
、
県
と
市
町
村
水
道
事

業
の
経
営
の
一
体
化
に
よ

る
業
務
の
共
同
化
・
効
率

化
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
　

り
ま
す
。
水
道
事
業
の
円

滑
化
対
策
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

▲茨城県ＨＰ
　水道事業の経営の一体化に
　関する取り組みについて

▲石岡市の財政
　健全化判断比
　率はこちら

▶
石
岡
市
企
業
立
地
ガ
イ
ド
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
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録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
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ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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新
し
い
工
業
団
地

の
整
備
は
、
様
々

な
場
面
で
機
会
を
捉
え
、

早
期
整
備
を
強
く
求
め
て

き
ま
し
た
。
企
業
進
出
に

よ
り
働
く
場
が
確
保
さ

れ
、
人
口
の
流
出
の
歯
止

め
が
か
か
り
、
移
住
・
定

住
施
策
と
の
併
合
で
若
い

世
代
の
呼
び
込
み
が
可
能

と
な
り
、
多
く
の
自
主
財

源
確
保
も
想
定
さ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
早
期

整
備
に
よ
り
石
岡
市
の
経

済
状
況
は
す
ば
ら
し
く
強

化
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で

き
ま
す
。
執
行
部
で
は
、

新
た
な
工
業
団
地
整
備
に

向
け
た
取
組
が
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
全
体

の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

年
度
ご
と
の
整
備
内
容
、

新
た
な
工
業
団
地
の
整
備

面
積
、
整
備
に
伴
う
全
体

予
算
を
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
整
備
に
伴
い
、

都
市
計
画
法
上
、
地
区
計

正
上
内
地
区
内
で

進
め
て
い
る
地
区

計
画
策
定
は
、
令
和
６
年

度
か
ら
開
始
し
、
想
定
エ

リ
ア
約
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

う
ち
約
７
・
６
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
第
１
期
地
区
と
し
て

整
備
予
定
で
、
関
係
機
関

協
議
や
都
市
計
画
審
議
会

で
審
議
を
お
願
い
す
る
と

こ
ろ
で
す
。
令
和
８
年
度

か
ら
区
域
内
の
道
路
、
排

水
路
の
設
計
、
令
和
９
年

度
か
ら
用
地
測
量
、
補
償

調
査
、
10
年
度
か
ら
用
地

買
収
工
事
と
進
め
る
予
定

で
す
。
企
業
の
立
地
部
分

は
民
間
開
発
の
予
定
で
す

が
、
地
区
計
画
策
定
は
事

谷田川　泰
や た がわ やすし

新
た
な
工
業
団
地
整
備
に
向

け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
地
区

計
画
策
定
の
進
捗
状
況
は

動　画

問

答 画
の
策
定
が
必
要
で
す
。

策
定
業
務
の
現
況
、
地
区

計
画
の
内
容
を
伺
い
ま

す
。

　
ま
た
、
地
元
説
明
会
等

で
の
地
域
の
方
々
等
の
反

応
を
伺
い
ま
す
。

業
実
施
の
確
実
性
が
求
め

ら
れ
、
道
路
や
排
水
路
の

整
備
は
、
市
が
進
め
る
こ

と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

全
体
予
算
の
見
込
み
は
、

今
後
の
設
計
等
に
よ
り
、

工
事
に
必
要
な
規
模
を
精

査
し
ま
す
。

　
本
計
画
は
工
業
系
の
用

地
活
用
を
想
定
し
、
住
宅

や
５
０
０
平
米
以
上
の
店

舗
等
の
制
限
、
壁
面
の
位

置
や
高
さ
等
の
制
限
を
行

う
予
定
で
す
。
地
権
者
へ

の
意
向
調
査
と
説
明
会
を

各
２
回
開
催
、
昨
年
10
月

に
は
住
民
説
明
会
を
開
催

し
、
お
お
む
ね
前
向
き
な

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

八
郷
地
区
の
水
道

は
連
日
の
よ
う
に

節
水
の
呼
び
か
け
が
な
さ

れ
、
安
全
安
心
な
水
を
安

定
的
に
供
給
で
き
ず
、
改

善
せ
ず
放
置
す
る
こ
と

は
、
行
政
の
怠
慢
で
す
。

水
道
の
３
原
則
で
あ
る
清

浄
・
豊
富
・
低
廉
、
こ
れ
は

安
全
で
十
分
な
量
の
水
を

安
価
に
安
定
供
給
し
、
公

衆
衛
生
向
上
と
生
活
環
境

改
善
を
図
る
も
の
で
、
命

の
根
源
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

八
郷
地
区
の
水
道
事
業
の

成
り
立
ち
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
八
郷
は
山
間
地
が
多
い

上
に
給
水
域
が
広
い
、
地

理
的
な
要
因
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
管
路
の
マ
ッ

ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
や
管
路

図
等
は
、
ど
の
よ
う
に
把

握
を
し
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

　
最
後
に
、
水
道
事
業
の

八
郷
地
区
の
水
道

事
業
は
、
昭
和
58

年
度
に
簡
易
水
道
事
業
の

管
理
運
営
に
関
す
る
諸
問

題
解
決
の
た
め
、
上
水
道

へ
の
移
行
が
調
査
・
検
討

さ
れ
、
10
か
所
に
統
廃
合

さ
れ
た
簡
易
水
道
事
業
を

再
統
合
し
、
上
水
道
事
業

へ
移
行
し
ま
し
た
。
以
降
、

二
度
の
事
業
変
更
を
行
い
、

給
水
人
口
及
び
給
水
量
の

増
加
に
伴
う
、
第
１
回
拡

張
の
認
可
を
平
成
12
年
に

受
け
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
管
路
図
に
つ
い
て
、
備

付
け
は
あ
り
ま
す
が
、
民

地
管
も
あ
る
た
め
、
管
理

が
大
変
難
し
い
状
況
で
す
。

漏
水
箇
所
が
あ
っ
た
場
合

に
は
確
認
を
し
、
民
地
管

池田　正文
いけ だ まさふみ

課
題
山
積
の
水
道
事
業
の
今

後
の
対
応
策
は

動　画

問

答 課
題
と
今
後
の
対
応
策
を

伺
い
ま
す
。
水
道
事
業
の

課
題
は
山
積
し
、
対
応
も

多
く
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
伺
い
ま
す
。
　

の
場
合
は
公
道
上
に
切
り

回
す
形
で
、
管
路
図
の
修

正
等
を
行
い
つ
つ
、
把
握

し
て
い
ま
す
。

　
法
定
耐
用
年
数
40
年
を

経
過
す
る
管
路
が
、
令
和

６
年
度
末
時
点
で
布
設
総

延
長
の
38
・
５
％
の
15
万

３
２
９
９
メ
ー
ト
ル
あ
り
、

更
新
工
事
を
早
急
に
進
め

る
こ
と
が
非
常
に
重
要
と

考
え
ま
す
。
社
会
資
本
総

合
整
備
の
防
災
・
安
全
交

付
金
と
い
っ
た
国
の
交
付

金
を
有
効
活
用
し
、
令
和

10
年
４
月
の
茨
城
県
に
お

け
る
水
道
事
業
の
経
営
の

一
体
化
に
向
け
、
老
朽
管

更
新
工
事
を
さ
ら
に
進
め

ま
す
。
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石
岡
市
に
は
、
令

和
６
年
度
決
算
書

ベ
ー
ス
で
29
の
基
金
が
あ

り
ま
す
。
基
金
に
つ
い
て

は
安
全
性
を
優
先
す
る
た

め
、
基
金
単
位
で
何
本
に

も
振
り
分
け
て
定
期
預
金

と
し
、
長
く
続
い
て
き
た

日
本
の
低
金
利
の
中
に
あ

っ
て
は
、
僅
か
な
利
子
収

入
に
甘
ん
じ
て
き
て
い
ま

す
。
国
東
市
で
は
、
２
０

２
０
年
度
か
ら
２
０
２
２

年
度
の
運
用
利
回
り
は
、

歳
計
現
金
で
０
・
６
５

２
％
、
基
金
は
０
・
９
６

２
％
で
す
。
こ
の
時
期
の

定
期
預
金
金
利
は
０
・
０

０
９
２
％
の
よ
う
で
し
た
。

国
東
市
の
基
金
運
用
利
回

り
の
１
０
０
分
の
１
で
す
。

　
こ
の
議
場
内
に
い
る
方

々
の
中
で
金
融
の
知
識
が

最
も
豊
か
な
の
は
、
多
分

市
長
じ
ゃ
な
い
か
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
点
を
踏
ま
え
て
、
基
金

昨
今
の
市
政
運
営

を
取
り
巻
く
経
済

状
況
を
鑑
み
る
と
、
物
価

高
対
策
や
小
学
校
の
統
合

を
は
じ
め
と
し
た
大
型
公

共
事
業
な
ど
、
多
額
の
費

用
が
見
込
ま
れ
る
事
業
が

多
く
予
定
さ
れ
て
お
り
、

必
要
な
財
源
の
一
つ
と
し

て
、
基
金
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
基
金
の
設
置
目
的
に

岡野　孝男
おか の たか お

歳
入
確
保
の
た
め
、
基
金
の

効
果
的
な
運
用
を

動　画

問

答 の
一
括
運
用
、
債
券
運
用

に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

　
自
由
に
使
え
る
お
金
が

な
い
ん
だ
と
嘆
く
ば
か
り

で
は
な
く
、
ど
う
や
っ
て

果
実
を
勝
ち
取
る
か
は
、

市
長
の
判
断
次
第
だ
と
思

い
ま
す
。
ほ
か
の
自
治
体

は
１
０
０
倍
の
運
用
利
益

を
上
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
考
え
れ
ば
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
価
値
は
十
分
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

合
わ
せ
て
、
必
要
な
と
き

に
必
要
な
金
額
を
準
備
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
基
金

の
活
用
で
す
が
、
今
、
非
常

に
金
利
上
昇
局
面
で
す
。

そ
う
い
っ
た
中
で
、
基
金

の
一
括
運
用
や
債
券
運
用

な
ど
、
安
全
性
を
確
保
し

つ
つ
も
有
利
な
方
法
で
運

用
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現

在
の
経
済
情
勢
や
金
利
の

動
向
な
ど
を
見
極
め
な
が

ら
有
利
な
資
金
運
用
を
行

う
こ
と
は
、
市
の
健
全
財

政
に
寄
与
す
る
大
切
な
事

項
で
す
の
で
、
適
時
適
切

に
資
金
管
理
方
針
な
ど
も

見
直
す
な
ど
、
判
断
を
す

る
よ
う
指
示
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。
　
　

30
年
に
一
度
の
渇

水
だ
と
言
わ
れ
て

い
る
こ
の
頃
で
す
が
、
防

災
行
政
無
線
に
て
節
水
の

お
願
い
が
毎
日
午
後
７
時

過
ぎ
に
放
送
さ
れ
て
い
ま

す
。
水
不
足
が
心
配
さ
れ

る
が
、
現
状
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
令
和
８
年
も
長
期
予
報

に
よ
る
と
猛
暑
で
あ
る
。

30
年
に
一
度
が
毎
年
起
き

る
こ
と
も
な
く
は
な
い
。

節
水
の
先
に
は
給
水
制
限

や
計
画
断
水
と
い
う
こ
と

も
起
き
か
ね
な
い
。
そ
う

な
ら
な
い
た
め
の
対
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
は
、
水
を
売

り
、
使
用
料
を
徴
収
し
、

事
業
の
円
滑
化
を
図
る
。

そ
の
水
を
節
水
の
お
願
い

で
十
分
に
売
る
こ
と
が
で

き
な
け
れ
ば
、
事
業
が
円

滑
に
進
ま
ず
、
市
民
の
日

常
生
活
に
も
影
響
し
、
水

道
事
業
が
機
能
し
な
く
な

猛
暑
等
の
影
響
に

よ
り
水
位
が
約
30

セ
ン
チ
ま
で
下
が
り
、
そ

の
後
回
復
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
１
月
か
ら
水
位
が
再

び
低
下
し
、
令
和
８
年
２

月
18
日
時
点
で
０
・
８
８

メ
ー
ト
ル
で
し
た
。
昨
年

11
月
中
旬
か
ら
降
水
量
の

少
な
い
状
態
が
続
き
、
井

戸
の
取
水
量
減
、
小
規
模

漏
水
の
散
在
、
寒
波
の
影

響
に
よ
る
宅
内
漏
水
な
ど

様
々
な
要
因
が
重
な
っ
て

い
る
と
考
え
ま
す
。

　
対
策
と
し
て
、
配
水
量

が
急
増
し
た
エ
リ
ア
の
漏

水
調
査
を
行
い
、
特
定
で

き
た
場
合
に
は
速
や
か
な

修
繕
工
事
が
重
要
と
考
え

ま
す
。
自
宅
敷
地
内
で
の

漏
水
発
見
及
び
修
理
依
頼

等
に
つ
い
て
も
、
防
災
ラ

櫻井　茂
さくらい しげる

八
郷
地
区
に
お
け
る
水
道

事
業
の
安
定
化
の
た
め
、

現
状
と
今
後
の
対
応
は

動　画

問

答

ジ
オ
で
知
ら
せ
る
と
と
も

に
、
漏
水
修
理
工
事
の
協

力
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

　
人
口
減
少
社
会
に
伴
う

料
金
収
入
の
減
少
、
老
朽

化
施
設
の
更
新
等
に
よ
る

支
出
増
加
な
ど
、
経
営
環

境
が
急
速
に
厳
し
さ
を
増

し
、
市
町
村
単
独
で
の
取

組
に
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
持
続
可
能
な
供
給
体

制
確
保
の
た
め
、
水
道
の

広
域
化
が
推
進
さ
れ
て
い

ま
す
。
水
道
施
設
全
体
の

最
適
化
に
よ
る
費
用
削

減
、
県
と
市
町
村
水
道
事

業
の
経
営
の
一
体
化
に
よ

る
業
務
の
共
同
化
・
効
率

化
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
　

り
ま
す
。
水
道
事
業
の
円

滑
化
対
策
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

▲茨城県ＨＰ
　水道事業の経営の一体化に
　関する取り組みについて

▲石岡市の財政
　健全化判断比
　率はこちら

▶
石
岡
市
企
業
立
地
ガ
イ
ド



一般質問一般質問

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
各
記
事
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覧
い
た
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け
ま
す
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中
央
浄
水
場
で
は

井
戸
は
11
か
所
あ

り
、
下
林
浄
水
場
に
は
２

か
所
、
山
崎
浄
水
場
で
は

１
か
所
、
園
部
浄
水
場
で

は
２
か
所
、
合
計
で
浄
水

場
４
か
所
、
井
戸
16
か
所

に
な
り
ま
す
が
、
八
郷
地

区
の
水
道
の
仕
組
み
と
現

状
を
伺
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
耐
震
化
の
調

査
は
行
っ
て
い
な
い
と
の

こ
と
で
す
。
浄
水
場
、
配

水
池
、
増
圧
場
な
ど
の
耐

震
診
断
や
老
朽
化
し
た
管

路
の
更
新
な
ど
、
ま
た
耐

震
化
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　
下
林
系
、
山
崎
系
、
園

部
系
の
浄
水
場
で
は
、
急

速
ろ
過
機
の
法
定
耐
用
年

数
15
年
と
な
っ
て
お
り
、

下
林
系
、
山
崎
系
で
は
約

30
年
、
園
部
系
で
は
約
41

年
が
経
過
し
、
施
設
全
体

が
老
朽
化
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
修
繕
内
容
や
、

給
水
区
域
は
中
央

浄
水
場
、
園
部
浄

水
場
、
下
林
浄
水
場
、
山

崎
浄
水
場
の
４
つ
あ
り
、

４
か
所
合
計
で
50
施
設
、

水
源
地
は
16
で
す
。
猛
暑

の
影
響
や
冬
期
の
記
録
的

少
雨
等
に
よ
り
、
中
央
浄

水
場
に
て
取
水
量
が
減
少

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
場

所
が
一
部
あ
り
ま
す
。
中

央
浄
水
場
で
は
、
井
戸
水

の
ほ
か
に
県
西
か
ら
、
下

林
浄
水
場
は
湖
北
水
道
企

業
団
か
ら
も
送
水
を
受
け

て
い
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
か
ら
浄
水

場
、
配
水
池
、
増
圧
場
等

の
施
設
の
耐
震
診
断
を
行

う
計
画
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た

管
路
の
更
新
を
進
め
て
い

く
こ
と
で
、
耐
震
化
も
同

時
に
推
進
し
た
い
と
考
え

玉造　由美
たまづくり よし み

八
郷
地
区
の
浄
水
場
設
備
の

耐
震
計
画
と
修
繕
方
針
に
つ

い
て
問
う

動　画

問

答 今
後
の
方
針
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

ま
す
。

　
急
速
ろ
過
機
の
法
定
耐

用
年
数
は
15
年
か
ら
20
年

と
さ
れ
、
こ
れ
に
合
わ
せ

て
更
新
計
画
も
立
て
る
こ

と
が
最
も
合
理
的
だ
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
平
成
28

年
に
山
崎
浄
水
場
ろ
過
砂

交
換
工
事
、
令
和
６
年
度

に
下
林
・
山
崎
浄
水
場
原

水
弁
修
繕
工
事
な
ど
、
修

繕
を
行
い
な
が
ら
現
在
、

稼
働
し
て
い
ま
す
。
浄
水

場
の
今
後
の
方
針
は
、
茨

城
県
企
業
局
を
統
合
先
と

す
る
水
道
事
業
の
経
営
の

一
体
化
を
現
在
進
め
、
現

在
の
中
央
浄
水
場
配
水
池

を
残
し
、
新
設
石
岡
配
水

池
を
設
置
し
て
水
を
供
給

す
る
計
画
で
す
。
　
　
　

貝
地
・
高
浜
線
で

す
が
、
令
和
７
年

９
月
10
日
の
全
員
協
議
会

で
、
費
用
や
時
間
が
か
か

る
と
見
込
ま
れ
、
今
整
備

で
一
旦
完
了
し
、
今
後
の

国
道
６
号
千
代
田
石
岡
バ

イ
パ
ス
の
進
捗
状
況
を
鑑

み
て
事
業
着
手
を
す
る
か

見
極
め
る
と
、
答
弁
し
ま

し
た
が
、
私
は
特
例
債
事

業
を
使
え
ば
有
利
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　
国
道
６
号
の
恋
瀬
橋
北

交
差
点
か
ら
高
浜
駅
付
近

を
く
ぐ
り
愛
郷
橋
の
交
差

点
ま
で
、
今
の
県
道
石
岡

田
伏
土
浦
線
に
つ
な
が
れ

ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
は
事
業
の
構
想
で
す

が
、
６
号
か
ら
茨
城
空
港

ま
で
つ
な
ぐ
隧
道
、
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
で
つ
な
げ
る
と

い
う
よ
う
な
道
路
で
す
。

こ
れ
を
や
る
こ
と
に
よ
っ

て
高
浜
地
区
の
開
発
や
学

校
の
利
活
用
が
で
き
る
と

昨
年
開
通
し
た
６

号
か
ら
の
飯
岡
石

岡
線
が
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
や

上
を
通
っ
て
茨
城
空
港
ま

で
行
く
こ
と
に
な
れ
ば
、

交
通
体
系
が
大
分
変
わ

り
、
高
浜
駅
利
用
者
も
増

え
る
と
考
え
ま
す
。
逆
に
、

飯
岡
石
岡
線
か
ら
小
川
の

ほ
う
に
抜
け
る
道
路
が
で

き
れ
ば
、
貝
地
・
高
浜
線

の
代
替
道
路
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
そ
う

い
っ
た
構
想
を
今
後
展
開

で
き
れ
ば
一
番
い
い
と
考

飯村　一夫
いいむら かず お

道
路
を
整
備
し
、
高
浜
地
区

の
開
発
に
つ
な
げ
る
考
え
は

動　画

問

答

え
ま
す
。

　
昨
今
の
物
価
高
騰
に
伴

い
、
各
事
業
の
整
備
に
要

す
る
費
用
も
高
騰
し
て
い

ま
す
。
令
和
８
年
度
以
降

継
続
す
る
事
業
に
つ
い
て

は
、
既
存
路
線
の
整
備
に

要
し
た
合
併
特
例
債
の
残

額
を
全
て
複
合
文
化
施
設

（
市
民
ホ
ー
ル
）整
備
事
業

に
配
分
す
る
と
全
員
協
議

会
に
て
ご
報
告
し
て
い
ま

す
が
、
過
剰
な
計
画
と
な

ら
な
い
よ
う
、
各
課
に
お

い
て
事
業
費
を
精
査
し
、

予
定
し
て
い
る
事
業
が
完

了
で
き
る
よ
う
、
全
体
管

理
を
進
め
ま
す
。
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都
市
計
画
道
路
の

見
直
し
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。
上
林
・
上
曽

線
を
や
る
の
か
や
ら
な
い

の
か
。
や
り
ま
す
と
言
っ

て
お
き
な
が
ら
や
ら
な

い
、
計
画
に
な
か
っ
た
ほ

う
を
先
に
整
備
し
て
し
ま

う
。
上
林
・
上
曽
線
に
つ

い
て
、
今
整
備
を
始
め
て

い
る
暫
定
道
路
を
計
画
路

線
と
し
て
見
直
せ
ば
い
い

の
で
は
な
い
で
す
か
。

し
っ
か
り
と
見
解
を
示
し

た
ほ
う
が
い
い
か
と
思
う

わ
け
で
す
。
こ
の
件
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
答
弁
を
聞
い
て
も
、
私

は
、
石
岡
市
が
真
剣
に
上

林
・
上
曽
線
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
は
思
え
な
い
わ

け
で
す
。
造
り
た
い
も
の

で
あ
れ
ば
真
剣
に
取
り
組

む
べ
き
で
す
。
課
題
が
あ

る
か
ら
ま
と
ま
ら
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
ま
と
め
る
の

で
す
。
し
っ
か
り
検
討
し
、

都
市
計
画
道
路
の

見
直
し
は
、
国
土

交
通
省
の
都
市
計
画
運
用

指
針
に
お
い
て
、
都
市
計

画
基
礎
調
査
や
都
市
交
通

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

地
域
整
備
の
方
向
性
の
見

直
し
と
併
せ
て
、
必
要
性

や
配
置
等
の
検
証
を
行
い
、

必
要
が
あ
る
場
合
に
は
変

更
を
行
う
べ
き
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
時
点
で
は
安

易
な
計
画
変
更
は
難
し
い

と
考
え
ま
す
が
、
今
年
度

実
施
の
都
市
計
画
基
礎
調

査
の
結
果
や
、
暫
定
路
線

髙野 　要
たか の かなめ

上
林
・
上
曽
線

　当
初
計

画
路
線
の
整
備
は
や
る
の

か
、
や
ら
な
い
の
か

動　画

問

答 協
議
し
て
、
当
市
が
よ
く

な
る
よ
う
に
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
の
か
と

思
う
次
第
で
す
。
市
長
が

先
頭
に
立
っ
て
県
と
協
議

を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

つ
も
り
な
の
か
、
市
長
に

伺
い
ま
す
。

完
了
後
の
実
際
の
交
通
量

を
見
極
め
な
が
ら
、
見
直

し
の
必
要
性
も
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
上
林
・
上
曽
線
の
当
初

計
画
路
線
は
、
上
曽
ト
ン

ネ
ル
開
通
に
よ
り
、
県
南

地
区
と
県
西
地
区
に
お
け

る
地
域
間
交
通
が
活
発
化

さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、

生
活
道
路
の
利
便
性
や
安

全
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る

重
要
な
路
線
だ
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
様
々
な
課
題

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず

は
暫
定
路
線
の
整
備
を
優

先
的
に
取
り
組
み
、
今
後

の
事
業
化
だ
け
で
は
な
く
、

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
よ

う
指
示
し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
に
対
す
る

補
聴
器
助
成
制
度

の
運
用
に
つ
い
て
質
問
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、

石
岡
市
の
場
合
、
高
齢
者

に
対
す
る
補
聴
器
購
入
助

成
制
度
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
県
内
44
市
町
村
の
中

で
、
補
聴
器
購
入
助
成
制

度
の
創
設
が
実
施
さ
れ
て

い
る
行
政
区
、
ど
う
い
う

と
こ
ろ
で
県
内
で
は
や
ら

れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
教

訓
、
住
民
の
反
応
な
ど
を

把
握
さ
れ
て
い
る
な
ら

ば
、
伺
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
、
市
長
も
積
極
的

な
推
進
の
方
向
で
考
え
、

ま
た
皆
さ
ん
を
引
っ
張
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
の
で
、

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
市

長
の
見
解
も
伺
い
ま
す
。 小松　豊正

こ まつ とよまさ

高
齢
者
の
補
聴
器
補
助
制
度

の
実
現
に
つ
い
て

動　画

問

高
齢
者
に
対
す
る

補
聴
器
助
成
制
度

は
、
令
和
６
年
第
４
回
定

例
会
で
採
択
さ
れ
た
、
高

齢
者
の
加
齢
性
難
聴
者
に

対
す
る
補
聴
器
購
入
助
成

制
度
の
創
設
を
求
め
る
陳

情
を
受
け
、
県
内
市
町
村

の
実
施
状
況
や
高
齢
者
の

加
齢
性
難
聴
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
を
も
っ
て
、

令
和
８
年
度
の
創
設
に
向

け
て
制
度
設
計
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
高
齢
者

へ
の
補
聴
器
購
入
の
支
援

は
、
難
聴
に
よ
る
日
常
生

活
へ
の
支
障
を
改
善
、
認

知
症
予
防
や
健
康
寿
命
延

伸
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、

令
和
８
年
度
の
当
初
予
算

に
高
齢
者
補
聴
器
購
入
費

補
助
金
と
し
て
計
上
し
ま

し
た
。

　
令
和
７
年
度
時
点
で
実

施
し
て
い
る
市
町
村
は
、

14
市
町
村
で
す
。
制
度
自

答

体
様
々
で
あ
り
、
そ
れ
ら

の
違
い
が
自
治
体
に
よ
っ

て
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
制
度
を
参
考
に
制
度
設

計
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
高
齢
者
の
補
聴
器
補
助

は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
補

助
制
度
創
設
の
要
望
が
寄

せ
ら
れ
、
来
年
度
当
初
予

算
に
高
齢
者
補
聴
器
購
入

費
補
助
金
を
計
上
し
て
い

ま
す
。
高
齢
者
補
聴
器
購

入
費
補
助
金
の
創
設
に
よ

り
、
日
常
生
活
で
の
支
障

が
改
善
さ
れ
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き

高
齢
者
の
日
常
生
活
を
支

援
し
ま
す
。
　
　

思
い
ま
す
が
、
考
え
を
伺

い
ま
す
。

　
令
和
12
年
ま
で
延
長
す

れ
ば
、
税
収
も
上
が
ら
な

い
、
活
性
化
も
な
さ
れ
な

い
、
そ
う
い
う
体
制
に

な
っ
て
い
く
と
私
は
思
い

ま
す
。
合
併
特
例
債
事
業

の
各
事
業
計
画
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

▲全員協議会の会議録　
　はこちら

▲国土交通省ＨＰ
　都市計画運用指針
　はこちら



一般質問一般質問

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

1819

中
央
浄
水
場
で
は

井
戸
は
11
か
所
あ

り
、
下
林
浄
水
場
に
は
２

か
所
、
山
崎
浄
水
場
で
は

１
か
所
、
園
部
浄
水
場
で

は
２
か
所
、
合
計
で
浄
水

場
４
か
所
、
井
戸
16
か
所

に
な
り
ま
す
が
、
八
郷
地

区
の
水
道
の
仕
組
み
と
現

状
を
伺
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
耐
震
化
の
調

査
は
行
っ
て
い
な
い
と
の

こ
と
で
す
。
浄
水
場
、
配

水
池
、
増
圧
場
な
ど
の
耐

震
診
断
や
老
朽
化
し
た
管

路
の
更
新
な
ど
、
ま
た
耐

震
化
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　
下
林
系
、
山
崎
系
、
園

部
系
の
浄
水
場
で
は
、
急

速
ろ
過
機
の
法
定
耐
用
年

数
15
年
と
な
っ
て
お
り
、

下
林
系
、
山
崎
系
で
は
約

30
年
、
園
部
系
で
は
約
41

年
が
経
過
し
、
施
設
全
体

が
老
朽
化
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
修
繕
内
容
や
、

給
水
区
域
は
中
央

浄
水
場
、
園
部
浄

水
場
、
下
林
浄
水
場
、
山

崎
浄
水
場
の
４
つ
あ
り
、

４
か
所
合
計
で
50
施
設
、

水
源
地
は
16
で
す
。
猛
暑

の
影
響
や
冬
期
の
記
録
的

少
雨
等
に
よ
り
、
中
央
浄

水
場
に
て
取
水
量
が
減
少

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
場

所
が
一
部
あ
り
ま
す
。
中

央
浄
水
場
で
は
、
井
戸
水

の
ほ
か
に
県
西
か
ら
、
下

林
浄
水
場
は
湖
北
水
道
企

業
団
か
ら
も
送
水
を
受
け

て
い
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
か
ら
浄
水

場
、
配
水
池
、
増
圧
場
等

の
施
設
の
耐
震
診
断
を
行

う
計
画
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た

管
路
の
更
新
を
進
め
て
い

く
こ
と
で
、
耐
震
化
も
同

時
に
推
進
し
た
い
と
考
え

玉造　由美
たまづくり よし み

八
郷
地
区
の
浄
水
場
設
備
の

耐
震
計
画
と
修
繕
方
針
に
つ

い
て
問
う

動　画

問

答 今
後
の
方
針
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

ま
す
。

　
急
速
ろ
過
機
の
法
定
耐

用
年
数
は
15
年
か
ら
20
年

と
さ
れ
、
こ
れ
に
合
わ
せ

て
更
新
計
画
も
立
て
る
こ

と
が
最
も
合
理
的
だ
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
平
成
28

年
に
山
崎
浄
水
場
ろ
過
砂

交
換
工
事
、
令
和
６
年
度

に
下
林
・
山
崎
浄
水
場
原

水
弁
修
繕
工
事
な
ど
、
修

繕
を
行
い
な
が
ら
現
在
、

稼
働
し
て
い
ま
す
。
浄
水

場
の
今
後
の
方
針
は
、
茨

城
県
企
業
局
を
統
合
先
と

す
る
水
道
事
業
の
経
営
の

一
体
化
を
現
在
進
め
、
現

在
の
中
央
浄
水
場
配
水
池

を
残
し
、
新
設
石
岡
配
水

池
を
設
置
し
て
水
を
供
給

す
る
計
画
で
す
。
　
　
　

貝
地
・
高
浜
線
で

す
が
、
令
和
７
年

９
月
10
日
の
全
員
協
議
会

で
、
費
用
や
時
間
が
か
か

る
と
見
込
ま
れ
、
今
整
備

で
一
旦
完
了
し
、
今
後
の

国
道
６
号
千
代
田
石
岡
バ

イ
パ
ス
の
進
捗
状
況
を
鑑

み
て
事
業
着
手
を
す
る
か

見
極
め
る
と
、
答
弁
し
ま

し
た
が
、
私
は
特
例
債
事

業
を
使
え
ば
有
利
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　
国
道
６
号
の
恋
瀬
橋
北

交
差
点
か
ら
高
浜
駅
付
近

を
く
ぐ
り
愛
郷
橋
の
交
差

点
ま
で
、
今
の
県
道
石
岡

田
伏
土
浦
線
に
つ
な
が
れ

ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
は
事
業
の
構
想
で
す

が
、
６
号
か
ら
茨
城
空
港

ま
で
つ
な
ぐ
隧
道
、
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
で
つ
な
げ
る
と

い
う
よ
う
な
道
路
で
す
。

こ
れ
を
や
る
こ
と
に
よ
っ

て
高
浜
地
区
の
開
発
や
学

校
の
利
活
用
が
で
き
る
と

昨
年
開
通
し
た
６

号
か
ら
の
飯
岡
石

岡
線
が
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
や

上
を
通
っ
て
茨
城
空
港
ま

で
行
く
こ
と
に
な
れ
ば
、

交
通
体
系
が
大
分
変
わ

り
、
高
浜
駅
利
用
者
も
増

え
る
と
考
え
ま
す
。
逆
に
、

飯
岡
石
岡
線
か
ら
小
川
の

ほ
う
に
抜
け
る
道
路
が
で

き
れ
ば
、
貝
地
・
高
浜
線

の
代
替
道
路
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
そ
う

い
っ
た
構
想
を
今
後
展
開

で
き
れ
ば
一
番
い
い
と
考

飯村　一夫
いいむら かず お

道
路
を
整
備
し
、
高
浜
地
区

の
開
発
に
つ
な
げ
る
考
え
は

動　画

問

答

え
ま
す
。

　
昨
今
の
物
価
高
騰
に
伴

い
、
各
事
業
の
整
備
に
要

す
る
費
用
も
高
騰
し
て
い

ま
す
。
令
和
８
年
度
以
降

継
続
す
る
事
業
に
つ
い
て

は
、
既
存
路
線
の
整
備
に

要
し
た
合
併
特
例
債
の
残

額
を
全
て
複
合
文
化
施
設

（
市
民
ホ
ー
ル
）整
備
事
業

に
配
分
す
る
と
全
員
協
議

会
に
て
ご
報
告
し
て
い
ま

す
が
、
過
剰
な
計
画
と
な

ら
な
い
よ
う
、
各
課
に
お

い
て
事
業
費
を
精
査
し
、

予
定
し
て
い
る
事
業
が
完

了
で
き
る
よ
う
、
全
体
管

理
を
進
め
ま
す
。
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都
市
計
画
道
路
の

見
直
し
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。
上
林
・
上
曽

線
を
や
る
の
か
や
ら
な
い

の
か
。
や
り
ま
す
と
言
っ

て
お
き
な
が
ら
や
ら
な

い
、
計
画
に
な
か
っ
た
ほ

う
を
先
に
整
備
し
て
し
ま

う
。
上
林
・
上
曽
線
に
つ

い
て
、
今
整
備
を
始
め
て

い
る
暫
定
道
路
を
計
画
路

線
と
し
て
見
直
せ
ば
い
い

の
で
は
な
い
で
す
か
。

し
っ
か
り
と
見
解
を
示
し

た
ほ
う
が
い
い
か
と
思
う

わ
け
で
す
。
こ
の
件
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
答
弁
を
聞
い
て
も
、
私

は
、
石
岡
市
が
真
剣
に
上

林
・
上
曽
線
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
は
思
え
な
い
わ

け
で
す
。
造
り
た
い
も
の

で
あ
れ
ば
真
剣
に
取
り
組

む
べ
き
で
す
。
課
題
が
あ

る
か
ら
ま
と
ま
ら
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
ま
と
め
る
の

で
す
。
し
っ
か
り
検
討
し
、

都
市
計
画
道
路
の

見
直
し
は
、
国
土

交
通
省
の
都
市
計
画
運
用

指
針
に
お
い
て
、
都
市
計

画
基
礎
調
査
や
都
市
交
通

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

地
域
整
備
の
方
向
性
の
見

直
し
と
併
せ
て
、
必
要
性

や
配
置
等
の
検
証
を
行
い
、

必
要
が
あ
る
場
合
に
は
変

更
を
行
う
べ
き
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
時
点
で
は
安

易
な
計
画
変
更
は
難
し
い

と
考
え
ま
す
が
、
今
年
度

実
施
の
都
市
計
画
基
礎
調

査
の
結
果
や
、
暫
定
路
線

髙野 　要
たか の かなめ

上
林
・
上
曽
線

　当
初
計

画
路
線
の
整
備
は
や
る
の

か
、
や
ら
な
い
の
か

動　画

問

答 協
議
し
て
、
当
市
が
よ
く

な
る
よ
う
に
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
の
か
と

思
う
次
第
で
す
。
市
長
が

先
頭
に
立
っ
て
県
と
協
議

を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

つ
も
り
な
の
か
、
市
長
に

伺
い
ま
す
。

完
了
後
の
実
際
の
交
通
量

を
見
極
め
な
が
ら
、
見
直

し
の
必
要
性
も
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
上
林
・
上
曽
線
の
当
初

計
画
路
線
は
、
上
曽
ト
ン

ネ
ル
開
通
に
よ
り
、
県
南

地
区
と
県
西
地
区
に
お
け

る
地
域
間
交
通
が
活
発
化

さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、

生
活
道
路
の
利
便
性
や
安

全
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る

重
要
な
路
線
だ
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
様
々
な
課
題

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず

は
暫
定
路
線
の
整
備
を
優

先
的
に
取
り
組
み
、
今
後

の
事
業
化
だ
け
で
は
な
く
、

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
よ

う
指
示
し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
に
対
す
る

補
聴
器
助
成
制
度

の
運
用
に
つ
い
て
質
問
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、

石
岡
市
の
場
合
、
高
齢
者

に
対
す
る
補
聴
器
購
入
助

成
制
度
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
県
内
44
市
町
村
の
中

で
、
補
聴
器
購
入
助
成
制

度
の
創
設
が
実
施
さ
れ
て

い
る
行
政
区
、
ど
う
い
う

と
こ
ろ
で
県
内
で
は
や
ら

れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
教

訓
、
住
民
の
反
応
な
ど
を

把
握
さ
れ
て
い
る
な
ら

ば
、
伺
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
、
市
長
も
積
極
的

な
推
進
の
方
向
で
考
え
、

ま
た
皆
さ
ん
を
引
っ
張
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
の
で
、

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
市

長
の
見
解
も
伺
い
ま
す
。 小松　豊正

こ まつ とよまさ

高
齢
者
の
補
聴
器
補
助
制
度

の
実
現
に
つ
い
て

動　画

問

高
齢
者
に
対
す
る

補
聴
器
助
成
制
度

は
、
令
和
６
年
第
４
回
定

例
会
で
採
択
さ
れ
た
、
高

齢
者
の
加
齢
性
難
聴
者
に

対
す
る
補
聴
器
購
入
助
成

制
度
の
創
設
を
求
め
る
陳

情
を
受
け
、
県
内
市
町
村

の
実
施
状
況
や
高
齢
者
の

加
齢
性
難
聴
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
を
も
っ
て
、

令
和
８
年
度
の
創
設
に
向

け
て
制
度
設
計
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
高
齢
者

へ
の
補
聴
器
購
入
の
支
援

は
、
難
聴
に
よ
る
日
常
生

活
へ
の
支
障
を
改
善
、
認

知
症
予
防
や
健
康
寿
命
延

伸
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、

令
和
８
年
度
の
当
初
予
算

に
高
齢
者
補
聴
器
購
入
費

補
助
金
と
し
て
計
上
し
ま

し
た
。

　
令
和
７
年
度
時
点
で
実

施
し
て
い
る
市
町
村
は
、

14
市
町
村
で
す
。
制
度
自

答

体
様
々
で
あ
り
、
そ
れ
ら

の
違
い
が
自
治
体
に
よ
っ

て
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
制
度
を
参
考
に
制
度
設

計
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
高
齢
者
の
補
聴
器
補
助

は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
補

助
制
度
創
設
の
要
望
が
寄

せ
ら
れ
、
来
年
度
当
初
予

算
に
高
齢
者
補
聴
器
購
入

費
補
助
金
を
計
上
し
て
い

ま
す
。
高
齢
者
補
聴
器
購

入
費
補
助
金
の
創
設
に
よ

り
、
日
常
生
活
で
の
支
障

が
改
善
さ
れ
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き

高
齢
者
の
日
常
生
活
を
支

援
し
ま
す
。
　
　

思
い
ま
す
が
、
考
え
を
伺

い
ま
す
。

　
令
和
12
年
ま
で
延
長
す

れ
ば
、
税
収
も
上
が
ら
な

い
、
活
性
化
も
な
さ
れ
な

い
、
そ
う
い
う
体
制
に

な
っ
て
い
く
と
私
は
思
い

ま
す
。
合
併
特
例
債
事
業

の
各
事
業
計
画
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

▲全員協議会の会議録　
　はこちら

▲国土交通省ＨＰ
　都市計画運用指針
　はこちら



一般質問

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

2021

街
路
樹
や
道
路
標

識
が
、
老
木
化
・

老
朽
化
に
よ
り
倒
壊
す
る

事
故
が
全
国
で
発
生
し
て

い
ま
す
。
背
景
と
し
て
、

人
口
減
少
に
伴
う
イ
ン
フ

ラ
の
維
持
管
理
を
担
う
人

材
不
足
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理

業
務
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。
限
ら

れ
た
財
源
、
マ
ン
パ
ワ
ー

の
中
で
、
数
あ
る
イ
ン
フ

ラ
の
修
繕
履
歴
、
老
朽
化

の
度
合
い
等
の
重
要
な
情

報
を
一
元
的
に
い
か
に
把

握
す
る
か
が
鍵
で
す
が
、

そ
の
情
報
管
理
は
難
し
い

も
の
で
す
。
多
く
の
地
方

公
共
団
体
で
も
課
題
と
な

り
、
近
年
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ

の
技
術
を
活
用
し
た
取
組

が
進
ん
で
い
ま
す
。
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
活
用
に
つ
い

て
、
ど
う
捉
え
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
の

活
用
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
向
上
や
業
務
効

率
化
を
図
る
上
で
重
要
な

取
組
で
あ
り
、
修
復
履
歴

な
ど
経
過
状
況
の
把
握
が

可
能
と
な
り
、
適
切
な
維

持
管
理
に
つ
な
が
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入

は
大
変
有
効
と
考
え
ま

す
。
十
分
な
検
討
が
必
要

な
た
め
、
実
証
的
な
取
組

の
事
例
や
財
政
支
援
な
ど

中根　淳一
なか ね じゅん いち

デ
ジ
タ
ル
技
術
（
Ｄ
Ｘ
）
を

活
用
し
た
イ
ン
フ
ラ
維
持
管

理
業
務
シ
ス
テ
ム
の
実
現
を

動　画

問

答

の
可
能
性
の
調
査
研
究
を

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
近
年
、
全
国
各
地
で
道

路
陥
没
や
街
路
樹
の
倒
木

等
に
よ
る
多
く
の
イ
ン
フ

ラ
施
設
の
被
害
事
例
が
確

認
さ
れ
、
当
市
で
も
多
く

の
施
設
の
老
朽
化
が
顕
在

化
し
、
安
全
性
確
保
の
重

要
性
に
つ
い
て
強
く
認
識

し
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
生
か
し
た
イ
ン
フ

ラ
施
設
の
維
持
管
理
は
、

非
常
に
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
検
討
を
進
め
、
イ
ン

フ
ラ
施
設
の
適
正
な
管
理

を
進
め
、
利
用
者
が
安
全

安
心
に
利
用
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

常
陸
風
土
記
の
丘

は
、
県
内
屈
指
の

桜
の
名
所
と
し
て
市
内
外

か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
す
が
、
周
辺
道
路
の

渋
滞
や
駐
車
場
不
足
は
長

年
の
課
題
で
す
。
市
の
改

善
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
ち
び
っ
こ
広
場
を
利
用

す
る
保
護
者
の
方
々
か
ら
、

わ
く
わ
く
感
に
欠
け
る
、

小
さ
な
子
ど
も
が
遊
べ
る

遊
具
が
な
い
と
の
声
も
あ

り
ま
す
。
遊
具
の
拡
充
や

訪
れ
た
く
な
る
魅
力
あ
る

複
合
型
の
大
型
遊
具
の
設

置
に
踏
み
出
し
て
も
い
い

と
思
い
ま
す
が
、
見
解
を

伺
い
ま
す
。

　
獅
子
頭
展
望
台
は
石
岡

市
の
シ
ン
ボ
ル
、
唯
一
無

二
の
観
光
資
源
で
す
が
、

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
十
分
に

生
か
し
切
れ
て
い
る
か
、

疑
問
が
残
り
ま
す
。
資
産

価
値
の
認
識
や
今
後
の
施

常
陸
風
土
記
の
丘

の
近
く
に
駐
車
場

約
４
０
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
を
整
備
し
、
さ
く
ら
ま

つ
り
の
期
間
は
隣
接
す
る

染
谷
野
球
場
を
臨
時
駐
車

場
と
し
て
使
用
し
て
い
ま

す
。
正
面
駐
車
場
を
一
方

通
行
と
し
て
円
滑
な
車
両

の
通
行
と
事
故
防
止
に
も

努
め
、
周
辺
道
路
等
に
は

ガ
ー
ド
マ
ン
を
配
置
し
て

鈴木　将史
すず き まさふみ

常
陸
風
土
記
の
丘
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
十
分
に
生
か
し
た

施
策
展
開
を

動　画

問

答 策
展
開
に
つ
い
て
、
見
解

を
伺
い
ま
す
。

　
当
市
の
認
知
度
向
上
に

は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
拡
散
が
一

番
手
っ
取
り
早
い
で
す
。

例
え
ば
、
獅
子
頭
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
な
ど
、
夜
の
観

光
資
源
創
出
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
個
人
的
に
は
、

獅
子
頭
の
目
が
光
る
獅
子

ビ
ー
ム
の
よ
う
な
、
誰
も

が
驚
く
大
胆
な
仕
掛
け
に

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

い
ま
す
。

　
遊
具
を
拡
充
し
た
場
合

は
、
多
く
の
方
々
に
ご
利

用
い
た
だ
け
る
と
考
え
ま

す
が
、
複
合
型
の
大
型
の

遊
具
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

多
額
の
費
用
も
要
す
た
め
、

財
源
の
確
保
が
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
常
陸
風
土
記
の
丘
の
獅

子
頭
は
、
多
く
の
メ
デ
ィ

ア
等
に
取
り
上
げ
ら
れ
、

市
を
代
表
す
る
観
光
ス
ポ

ッ
ト
で
す
。
桜
と
日
本
一

の
獅
子
頭
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
、
国
内
外

か
ら
誘
客
促
進
等
に
つ
な

げ
る
な
ど
、
観
光
振
興
の

交
流
促
進
等
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
石
岡
市
で
も
、
既
に
道

路
台
帳
や
下
水
道
台
帳
な

ど
電
子
化
は
進
ん
で
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
今
後
の

デ
ジ
タ
ル
技
術
や
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
を
取
り
入
れ
た
台

帳
や
管
理
の
方
法
に
関
す

る
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
最
後
に
市
長
に
、
当
市

の
将
来
の
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
管
理
の
在
り
方
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

常任委員会の活動

常任委員会の活動
　石岡市議会には３つの常任委員会が置かれており、各委員会は、担当する部門に関する市の業務
内容の調査や、議案と請願・陳情の審査などを行っています。委員会は議会の閉会中も開催してお
り、積極的な議論が交わされています。
　ここでは、最近の委員会において議論された主な内容をご紹介します。

総務企画委員会 学校跡地の利活用
　3月16日に開催した当委員会では、執行部から、令
和6年3月に閉校となった旧高浜・旧三村・旧関川小
学校の3校の今後の利活用について、公募型プロポー
ザルにより事業者選定を行った結果、優先交渉権者を
決定したとの報告がありました。
　旧高浜小学校は株式会社サザコーヒーロースター。
旧三村小学校はインパクト・ファブリケーション共同
事業体。旧関川小学校は株式会社C.GREEN。各事業
者は提案書及びプロポーザルを通して地域貢献につ
いて意欲的な意見のほか、避難所としての利活用に協

力的な意見を伺っているとの説明がありました。
　説明を受け、委員からは、「各小学校の提案価格、土
地の貸付の金額差はどこから差が出てくるのか」との
質問があり、執行部から、「事業
者からの提案内容で、全体的な
事業計画の中で貸付料として市
に支払いできる金額をそれぞれ
出していただいたもので、この
内容も含めての審査結果」との
答弁がありました。

文教厚生委員会 産科医療施設誘致
　1月21日、2月24日、3月13日に開催した当委員
会では、産科医療施設の誘致に関して、執行部から説
明がありました。開設医療法人は医療法人社団桐杏
会、開設場所を旧イオン隣接地とし、令和10年度中
に開設を目標としている旨が説明されました。また、
公益性の高い事業であるため、土地を法人へ無償貸与
する方針であり、今後これらを含めた具体的な事項に
関する協定締結に向けて協議を進めていくとの報告
がありました。
　説明を受けた委員からは、「建設費や運営費の補助

を行うとのことだが、赤字になった場合はどのように
なるのか。大病院において不採算部門だと言われて
いるようなところが、人口規模も少ない石岡市で大丈
夫なのか不安がある」との質問があり、執行部から「法
人側からは、支援金の額
や年数が決まった段階
で、それ以上のものは一
切求めない意思表示をい
ただいている」との答弁
がありました。

産業建設委員会 複合文化施設基本設計業務委託
　当委員会では、複合文化施設（市民ホール）整備事業
について継続的に調査を行ってきました。
　1月29日開催の委員会では、基本設計業務委託につ
いて、執行部から、プロポーザル方式により最優先交
渉権者が決定した旨の報告がありましたが、委員から、
その選考過程において、市で定める要綱上、本来評価
委員長に就くことができない者が委員長に就いて委員
会を行っていたこと、また、非公開であるはずの参加
事業者名と思われる情報が市内に流布されていること
について指摘がありました。

　1月30日開催の第1回臨時会で「複合文化施設基本
設計委託契約の延期を求める決議」が可決された後、2
月4日、2月20日、3月6日と、集中的に委員会を開催
しました。執行部からは、市内
に流布されていた参加事業者と
思われる事業者名と実際の参加
事業者7社のうち6社がプロ
ポーザルに参加していたこと、
また、受託事業者を再度選考す
る方針が示されました。

▲旧関川小学校

いしおか市議会だより　第99号
令和8年6月1日　発行

いしおか市議会だより　第99号
令和8年6月1日　発行

▲風土記の丘の獅子頭

▲産業建設委員会
の会議録はこちら
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

2021

街
路
樹
や
道
路
標

識
が
、
老
木
化
・

老
朽
化
に
よ
り
倒
壊
す
る

事
故
が
全
国
で
発
生
し
て

い
ま
す
。
背
景
と
し
て
、

人
口
減
少
に
伴
う
イ
ン
フ

ラ
の
維
持
管
理
を
担
う
人

材
不
足
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理

業
務
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。
限
ら

れ
た
財
源
、
マ
ン
パ
ワ
ー

の
中
で
、
数
あ
る
イ
ン
フ

ラ
の
修
繕
履
歴
、
老
朽
化

の
度
合
い
等
の
重
要
な
情

報
を
一
元
的
に
い
か
に
把

握
す
る
か
が
鍵
で
す
が
、

そ
の
情
報
管
理
は
難
し
い

も
の
で
す
。
多
く
の
地
方

公
共
団
体
で
も
課
題
と
な

り
、
近
年
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ

の
技
術
を
活
用
し
た
取
組

が
進
ん
で
い
ま
す
。
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
活
用
に
つ
い

て
、
ど
う
捉
え
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
の

活
用
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
向
上
や
業
務
効

率
化
を
図
る
上
で
重
要
な

取
組
で
あ
り
、
修
復
履
歴

な
ど
経
過
状
況
の
把
握
が

可
能
と
な
り
、
適
切
な
維

持
管
理
に
つ
な
が
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入

は
大
変
有
効
と
考
え
ま

す
。
十
分
な
検
討
が
必
要

な
た
め
、
実
証
的
な
取
組

の
事
例
や
財
政
支
援
な
ど

中根　淳一
なか ね じゅん いち

デ
ジ
タ
ル
技
術
（
Ｄ
Ｘ
）
を

活
用
し
た
イ
ン
フ
ラ
維
持
管

理
業
務
シ
ス
テ
ム
の
実
現
を

動　画

問

答

の
可
能
性
の
調
査
研
究
を

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
近
年
、
全
国
各
地
で
道

路
陥
没
や
街
路
樹
の
倒
木

等
に
よ
る
多
く
の
イ
ン
フ

ラ
施
設
の
被
害
事
例
が
確

認
さ
れ
、
当
市
で
も
多
く

の
施
設
の
老
朽
化
が
顕
在

化
し
、
安
全
性
確
保
の
重

要
性
に
つ
い
て
強
く
認
識

し
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
生
か
し
た
イ
ン
フ

ラ
施
設
の
維
持
管
理
は
、

非
常
に
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
検
討
を
進
め
、
イ
ン

フ
ラ
施
設
の
適
正
な
管
理

を
進
め
、
利
用
者
が
安
全

安
心
に
利
用
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

常
陸
風
土
記
の
丘

は
、
県
内
屈
指
の

桜
の
名
所
と
し
て
市
内
外

か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
す
が
、
周
辺
道
路
の

渋
滞
や
駐
車
場
不
足
は
長

年
の
課
題
で
す
。
市
の
改

善
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
ち
び
っ
こ
広
場
を
利
用

す
る
保
護
者
の
方
々
か
ら
、

わ
く
わ
く
感
に
欠
け
る
、

小
さ
な
子
ど
も
が
遊
べ
る

遊
具
が
な
い
と
の
声
も
あ

り
ま
す
。
遊
具
の
拡
充
や

訪
れ
た
く
な
る
魅
力
あ
る

複
合
型
の
大
型
遊
具
の
設

置
に
踏
み
出
し
て
も
い
い

と
思
い
ま
す
が
、
見
解
を

伺
い
ま
す
。

　
獅
子
頭
展
望
台
は
石
岡

市
の
シ
ン
ボ
ル
、
唯
一
無

二
の
観
光
資
源
で
す
が
、

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
十
分
に

生
か
し
切
れ
て
い
る
か
、

疑
問
が
残
り
ま
す
。
資
産

価
値
の
認
識
や
今
後
の
施

常
陸
風
土
記
の
丘

の
近
く
に
駐
車
場

約
４
０
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
を
整
備
し
、
さ
く
ら
ま

つ
り
の
期
間
は
隣
接
す
る

染
谷
野
球
場
を
臨
時
駐
車

場
と
し
て
使
用
し
て
い
ま

す
。
正
面
駐
車
場
を
一
方

通
行
と
し
て
円
滑
な
車
両

の
通
行
と
事
故
防
止
に
も

努
め
、
周
辺
道
路
等
に
は

ガ
ー
ド
マ
ン
を
配
置
し
て

鈴木　将史
すず き まさふみ

常
陸
風
土
記
の
丘
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
十
分
に
生
か
し
た

施
策
展
開
を

動　画

問

答 策
展
開
に
つ
い
て
、
見
解

を
伺
い
ま
す
。

　
当
市
の
認
知
度
向
上
に

は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
拡
散
が
一

番
手
っ
取
り
早
い
で
す
。

例
え
ば
、
獅
子
頭
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
な
ど
、
夜
の
観

光
資
源
創
出
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
個
人
的
に
は
、

獅
子
頭
の
目
が
光
る
獅
子

ビ
ー
ム
の
よ
う
な
、
誰
も

が
驚
く
大
胆
な
仕
掛
け
に

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

い
ま
す
。

　
遊
具
を
拡
充
し
た
場
合

は
、
多
く
の
方
々
に
ご
利

用
い
た
だ
け
る
と
考
え
ま

す
が
、
複
合
型
の
大
型
の

遊
具
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

多
額
の
費
用
も
要
す
た
め
、

財
源
の
確
保
が
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
常
陸
風
土
記
の
丘
の
獅

子
頭
は
、
多
く
の
メ
デ
ィ

ア
等
に
取
り
上
げ
ら
れ
、

市
を
代
表
す
る
観
光
ス
ポ

ッ
ト
で
す
。
桜
と
日
本
一

の
獅
子
頭
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
、
国
内
外

か
ら
誘
客
促
進
等
に
つ
な

げ
る
な
ど
、
観
光
振
興
の

交
流
促
進
等
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
石
岡
市
で
も
、
既
に
道

路
台
帳
や
下
水
道
台
帳
な

ど
電
子
化
は
進
ん
で
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
今
後
の

デ
ジ
タ
ル
技
術
や
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
を
取
り
入
れ
た
台

帳
や
管
理
の
方
法
に
関
す

る
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
最
後
に
市
長
に
、
当
市

の
将
来
の
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
管
理
の
在
り
方
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

常任委員会の活動

常任委員会の活動
　石岡市議会には３つの常任委員会が置かれており、各委員会は、担当する部門に関する市の業務
内容の調査や、議案と請願・陳情の審査などを行っています。委員会は議会の閉会中も開催してお
り、積極的な議論が交わされています。
　ここでは、最近の委員会において議論された主な内容をご紹介します。

総務企画委員会 学校跡地の利活用
　3月16日に開催した当委員会では、執行部から、令
和6年3月に閉校となった旧高浜・旧三村・旧関川小
学校の3校の今後の利活用について、公募型プロポー
ザルにより事業者選定を行った結果、優先交渉権者を
決定したとの報告がありました。
　旧高浜小学校は株式会社サザコーヒーロースター。
旧三村小学校はインパクト・ファブリケーション共同
事業体。旧関川小学校は株式会社C.GREEN。各事業
者は提案書及びプロポーザルを通して地域貢献につ
いて意欲的な意見のほか、避難所としての利活用に協

力的な意見を伺っているとの説明がありました。
　説明を受け、委員からは、「各小学校の提案価格、土
地の貸付の金額差はどこから差が出てくるのか」との
質問があり、執行部から、「事業
者からの提案内容で、全体的な
事業計画の中で貸付料として市
に支払いできる金額をそれぞれ
出していただいたもので、この
内容も含めての審査結果」との
答弁がありました。

文教厚生委員会 産科医療施設誘致
　1月21日、2月24日、3月13日に開催した当委員
会では、産科医療施設の誘致に関して、執行部から説
明がありました。開設医療法人は医療法人社団桐杏
会、開設場所を旧イオン隣接地とし、令和10年度中
に開設を目標としている旨が説明されました。また、
公益性の高い事業であるため、土地を法人へ無償貸与
する方針であり、今後これらを含めた具体的な事項に
関する協定締結に向けて協議を進めていくとの報告
がありました。
　説明を受けた委員からは、「建設費や運営費の補助

を行うとのことだが、赤字になった場合はどのように
なるのか。大病院において不採算部門だと言われて
いるようなところが、人口規模も少ない石岡市で大丈
夫なのか不安がある」との質問があり、執行部から「法
人側からは、支援金の額
や年数が決まった段階
で、それ以上のものは一
切求めない意思表示をい
ただいている」との答弁
がありました。

産業建設委員会 複合文化施設基本設計業務委託
　当委員会では、複合文化施設（市民ホール）整備事業
について継続的に調査を行ってきました。
　1月29日開催の委員会では、基本設計業務委託につ
いて、執行部から、プロポーザル方式により最優先交
渉権者が決定した旨の報告がありましたが、委員から、
その選考過程において、市で定める要綱上、本来評価
委員長に就くことができない者が委員長に就いて委員
会を行っていたこと、また、非公開であるはずの参加
事業者名と思われる情報が市内に流布されていること
について指摘がありました。

　1月30日開催の第1回臨時会で「複合文化施設基本
設計委託契約の延期を求める決議」が可決された後、2
月4日、2月20日、3月6日と、集中的に委員会を開催
しました。執行部からは、市内
に流布されていた参加事業者と
思われる事業者名と実際の参加
事業者7社のうち6社がプロ
ポーザルに参加していたこと、
また、受託事業者を再度選考す
る方針が示されました。

▲旧関川小学校

いしおか市議会だより　第99号
令和8年6月1日　発行

いしおか市議会だより　第99号
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▲風土記の丘の獅子頭

▲産業建設委員会
の会議録はこちら
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令和８年
第１回定例会
（2月24日～3月19日）

市政を動かす議論、まちの未来を見据えて（写真／上空から見た石岡市役所本庁舎）
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月　日 内　　容 場　所 中継
６月  ２日（火）　　開会日（議案の提案理由

　　　　　　　　　　　　　 説明など）           　　　　　　本会議場      〇　　　　　　

６月  ４日（木）　　議案質疑　　　　　　　　　   本会議場  　  〇

６月  ５日（金）　　文教厚生委員会　　　　　　委員会室

６月  ８日（月）　　総務企画委員会　　　　　　委員会室  

６月　９日（火）　　産業建設委員会　　　　　　委員会室

６月１０日（水）　　議会運営委員会　　　 　  全員協議会室

６月１１日（木）　  閉会日（議案の採決など）　　 本会議場  　  〇　

第２回定例会の予定 ６月

環境にやさしい植物油インキを使用しています。
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※デジタルブック配信は、発行日からおおむね
　１週間以内に行っています。

▲ ibaraki ebooks

　石岡市議会では「開かれた議会」を目指し、平成
28年度から「議会報告会」を開催しています。
　令和7年度は、令和8年2月3日に第10回となる
報告会を石岡第二高等学校で開催しました。
　将来の石岡市を担っていく若い世代と議員が直
接交流することで、石岡市の様々な課題について
活発な議論が交わされました。

議会報告会

議会報告会を
開催しました

議会報告会の様子

　石岡市議会では、議員の資質向上を図ることを目的
に、議員研修会を開催しています。
　令和8年2月10日、中央大学法学部教授の礒崎初仁
氏を講師にお招きし、『地方創生と議員の役割一「政
策に強い議会」をつくる』をテーマに、議員研修会を
開催しました。地方創生・政策提案といった議員力の
向上を認識するための、有意義な機会となりました。

議員研修会

議員研修会を
開催しました

議員研修会の様子

いしおか市議会だより、
デジタルブック配信中！

新たな石岡市議会議員
令和８年４月26日執行の石岡市議会議員一般選挙で選ばれた議員は以下のとおりです。

鈴木行雄

村上泰道

新田　茜

鈴木将史

髙野　要

山本　進

石橋保卓

髙栖　敬

岡野孝男

谷田川泰

飯村一夫

櫻井雅博

菱沼和幸

玉造由美

鈴木康仁

溝口尚也

池田正文

櫻井　茂

中根淳一

―

関口忠男

川井幸一

富田雅史

―

最新の情報につきましてはホームページ
にてご確認ください。
新たな正副議長、委員会構成などについて
は、次号に掲載します。


